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私もひと言

　

小
、
中
、
高
、
大
学
生
を
も
つ
親

と
し
て
は
、
年
々
、
教
育
費
へ
の
出

費
が
膨
ら
む
こ
と
に
頭
が
痛
み
ま
す
。

こ
の
３
月
末
に
息
子
が
小
学
校
を
卒

業
、
頭
痛
の
た
ね
は
、
さ
ら
に
強
く

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
思
い
で
い

る
時
、
北
海
道
の
三
笠
市
で
は
、
子

育
て
支
援
と
し
て
、
小
学
校
の
子
供

ら
の
給
食
費
を
全
部
自
治
体
が
負
担

す
る
と
い
う
政
策
を
う
ち
出
し
ま
し

た
。
す
ご
い
で
す
ね
。

　

近
隣
の
魚
沼
市
で
は
、
子
供
の
医

療
費
助
成
を
、
い
よ
い
よ
小
学
校
卒

業
ま
で
助
成
す
る
方
向
が
示
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

ど
こ
の
自
治
体
で
も
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
町
づ
く
り
は
大
き
な
課

題
で
す
。
そ
し
て
国
が
憲
法
に
基
づ

い
て
、
「
義
務
教
育
費
は
無
償
」
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
浩
子
）

反里口

　この春から、長男が新しくできる津南中等教育

学校に入学が決まり、期待と不安に胸を膨らませ

ています。

　ゆとりある学校生活の中で6年間一貫した教育

を行う学校として注目され、津南町にこの学校が

できたことを嬉しく思いますが、小学生にして受

験という厳しい経験も致しました。何回か学校説

明会が開催され、県内で中高一貫を取り入れてい

る学校の実績等を聞きましたが、不安なことも多

少あり、もう少し話し合いや意見交換の場を設け

てほしかったように思います。

　学校側からは、初年度としてのプレッシャーの

重さに対し、一生懸命がんばっていこうとする意

気込みや姿勢が感じられました。

　これからの学校運営のあり方と、先生方、保護

者の活動の中に子供達の成長がきちんと伴うこと

を望みます。

　町に高校を存続されたことに感謝致します。

「期待と不安」
樋口　美和さん

陣場下

　私はよく、中学生の登下校の様子を眺めています。

小さい子、大きい子、おっさんみたいに貫禄のあ

る子と色々です。皆どんな大人になるだろうなど

と考えています。そこで一つ気になることがあり

ます。国道を渡る横断歩道です。生徒が待ってい

ても止まる車がいないのです。朝夕の通勤時間帯、

ドライバーも時間がないのでしょう。しかし、思

い出してください。免許を取る時、第一に歩行者

優先を教えられますし、横断者を無視すれば一発

で検定中止、免許はもらえません。私自身も偉そ

うなことは言えませんが10台も20台も止まらずに

過ぎていく車を見ていると「免許証を返せ？」と言っ

てしまいます。子供を守るために信号機や歩道橋

を作るのですか？いやその前に私たちのすべきこ

とは、今そこにいる子供たち、横断歩道に人がい

たら車を止めることのできる大人、私たちより少

しだけちゃんとした大人に育てることです。その

ためにどうぞブレーキを踏んで下さい。

「子供たちを、私たちより、ほんの少し、
　　　　ちゃんとした大人にするために」

大平　武司さん

シリーズ・町民の声
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6年生  卒業おめでとう

春
よ
こ
い
。
早
く
こ
い
。

春
よ
こ
い
。
早
く
こ
い
。
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総
額
10
億
３
、
７
３
１
万
円
は

昨
年
対
比
４
・
17
％
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
給
付
対
象
者
や
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
大
幅
な
伸
び
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
介
護
保
険
・
財
政
調

整
基
金
の
繰
り
入
れ
等
も
お
こ
な

い
、
月
額
２
０
０
円
の
引
き
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
税

前
年
度
比
15・
0
％
の
減

18年度予算総額

　

一
般
会
計
総
額
56
億
７
、
０
０

０
万
円
は
前
年
度
の
当
初
予
算
対

比
４
・
０
％
の
伸
び
で
す
が
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
の
取
得
、
家
屋
の
評

価
替
等
に
よ
り
固
定
資
産
税
は
15

％
の
マ
イ
ナ
ス
、
町
民
税
に
つ
い

て
は
、
税
法
改
正
等
に
よ
っ
て
、

８
・
９
％
の
増
と
な
り
、
町
税
全

体
で
は
７
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。地
方
交
付
税
は
前
年
比
２
・
３

％
増
を
計
上
、
国
県
支
出
金
は
苗

場
木
材
加
工
組
合
の
プ
レ
カ
ッ
ト

加
工
施
設
等
で
総
額
40
・
２
％
の

増
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
債
は

昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
の
３
億
１
、
０

０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
施
設

1
億
3
、2
0
6
万
5
千
円

　

苗
場
木
材
加
工
協
同
組
合
が
国

の
木
質
資
源
循
環
利
用
効
率
化
事

業
を
利
用
し
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
用

機
械
の
導
入
を
計
画
し
、
予
算
計

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
施
設
管
理
運
営

委
託
料
2
、1
6
0
万
円

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
、
サ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
は
指
定
管
理
者
と
し
て
社
会
福

祉
法
人
苗
場
福
祉
会
に
運
営
委
託

が
決
ま
り
ま
し
た
。
公
の
施
設
と

し
て
の
目
的
を
よ
り
向
上
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
に
２
、
１
６
０
万

円
の
委
託
料
を
計
上
し
ま
し
た
。

津
南
観
光
物
産
館
他
か
ら

年
間
60
万
円
の
貸
付
料
収
入

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設

　

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
常
勤
２
人
体

制
で
、
予
算
４
２
５
万
７
千
円
の

計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
会
計
は
前
年
比
１
・
06
％

増
の
10
億
１
、８
５
２
万
円
で
す
。

18
年
度
の
被
保
険
者
は
５
、
６
０

０
人
と
推
計
し
、
保
険
料
は
４
年

連
続
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
料
と
あ
わ
せ
て
徴
収
さ
れ

る
40
才
か
ら
64
才
ま
で
の
介
護
保

険
金
は
、
年
額
２
、
０
０
０
円
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

国保

保
険
料
４
年
連
続
で

据
え
置
き

介護

介
護
保
険
料

標
準
３
、２
０
０
円
に

下水

終
末
処
理
場
増
設

工
事
着
手

　

病
院
運
営
費
補
助
は
昨
年
と
同

額
の
１
億
１
、０
０
０
万
円
で
す
。

　

本
年
は
糖
尿
病
専
門
外
来
も
開

設
し
、
児
童
・
生
徒
の
疫
学
調
査

に
も
取
り
く
み
ま
す
。

　

ま
た
、
常
勤
の
外
科
医
師
も
来

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

病院

糖
尿
病
専
門
外
来

開
設

　平成18年３月定例会が、３月１日から23日までの

会期で開催され、町長所信表明から始まり、９名が

町政を問う一般質問をしました。

　議案は、平成17年度補正予算、18年度一般会計予算、

特別会計予算等60議案、請願３件、議員発議５件を

審議し、原案どおり可決しました。

　本町は昨年、町制施行50周年を迎えるともに、

自律元年のスタートの年として、町民の皆様

とともに、さらなる飛躍に向け、決意を新た

にしました。

 私は、町民各位のご支援をいただき町政を

担当して４期目もあと僅かとなりました。こ

れまで「弱者優先、僻地優先」を政治理念とし、

「保全」「再生」「創造」の３つのキーワードと

「心の健康」「産業経済の健康」「生活環境の健

康」を柱として、町づくりに邁進してきました。

本町は、全国的に市町村合併が進められてい

る中、自律の道を選択し、町民の皆様ととも

に自律計画を作成しました。平成18年度は、

自律2年目として確実に自律への地歩を固めな

ければなりません。三位一体改革、地域経済

環境等々自律への環境は厳しいものがありま

すが、幸い組織、団体には自主自律に向けて

の胎動が芽生え始めており、町民との協働で、

創意と工夫、独自性を発揮し、「小さくても輝

く誇りある町づくり」に向け努力したいと考

えています。

 私は、取り巻く課題を重く受け止めると同

時に、これに対処することが私の責務であろ

うと思い、厳しい環境にあることは十分認識

していますが、希望ある自律に向けた町づく

りを進めますので、議会をはじめ町民各位のいっ

そうのご理解とご協力をお願いし、所信の表

明といたします。

自
律
へ
の
地
歩
固
め
の

年
に
あ
っ
て

町長所信表明

特
別
会
計
66
億

８
、２
７
８
万
円

前
年
度
比
‥
マ
イ
ナ
ス
３
・
７
％

一　　　般

国　　　保

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道

下水道事業

農 業 排 水

病 院 事 業

合　　計

56億7,000万円

10億4,852万9千円

14億7,074万8千円

10億3,731万3千円

1億5,638万5千円

7億1,999万5千円

2億6,122万6千円

19億8,859万円

123億5,278万6千円

4.03

1.06

▲5.74

4.17

▲49.83

▲2.05

4.52

▲3.59

▲0.4

会  計  別 予　算　額 前年比（％）

　

下
水
道
事
業
費
総
額
７
億
１
、

９
９
９
万
円
で
す
。
本
年
度
は
反

里
口
、
津
南
原
地
内
管
渠
布
設
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
流
量
増
に

備
え
津
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設

工
事
を
着
手
し
ま
す
。

総
額
56
億

７
、０
０
０
万
円

総
額
56
億

７
、０
０
０
万
円

前年度対比0.4％減
123億5,278万6千円

生産拡大が期待されるプレカット工場

　
　

津
南
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

は
３
月
末
で
事
業
終
了
す
る
こ
と

と
な
り
、
４
月
か
ら
津
南
観
光
物

産
館
及
び
ホ
ッ
ト
ワ
ー
ク
津
南
は

普
通
財
産
と
し
て
民
間
に
貸
付
す

る
こ
と
と
な
り
、
年
間
60
万
円
の

貸
付
料
と
な
り
ま
す
。

（財）
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保
険
料

標
準
３
、２
０
０
円
に

下水

終
末
処
理
場
増
設

工
事
着
手

　

病
院
運
営
費
補
助
は
昨
年
と
同

額
の
１
億
１
、０
０
０
万
円
で
す
。

　

本
年
は
糖
尿
病
専
門
外
来
も
開

設
し
、
児
童
・
生
徒
の
疫
学
調
査

に
も
取
り
く
み
ま
す
。

　

ま
た
、
常
勤
の
外
科
医
師
も
来

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

病院

糖
尿
病
専
門
外
来

開
設

　平成18年３月定例会が、３月１日から23日までの

会期で開催され、町長所信表明から始まり、９名が

町政を問う一般質問をしました。

　議案は、平成17年度補正予算、18年度一般会計予算、

特別会計予算等60議案、請願３件、議員発議５件を

審議し、原案どおり可決しました。

　本町は昨年、町制施行50周年を迎えるともに、

自律元年のスタートの年として、町民の皆様

とともに、さらなる飛躍に向け、決意を新た

にしました。

 私は、町民各位のご支援をいただき町政を

担当して４期目もあと僅かとなりました。こ

れまで「弱者優先、僻地優先」を政治理念とし、

「保全」「再生」「創造」の３つのキーワードと

「心の健康」「産業経済の健康」「生活環境の健

康」を柱として、町づくりに邁進してきました。

本町は、全国的に市町村合併が進められてい

る中、自律の道を選択し、町民の皆様ととも

に自律計画を作成しました。平成18年度は、

自律2年目として確実に自律への地歩を固めな

ければなりません。三位一体改革、地域経済

環境等々自律への環境は厳しいものがありま

すが、幸い組織、団体には自主自律に向けて

の胎動が芽生え始めており、町民との協働で、

創意と工夫、独自性を発揮し、「小さくても輝

く誇りある町づくり」に向け努力したいと考

えています。

 私は、取り巻く課題を重く受け止めると同

時に、これに対処することが私の責務であろ

うと思い、厳しい環境にあることは十分認識

していますが、希望ある自律に向けた町づく

りを進めますので、議会をはじめ町民各位のいっ

そうのご理解とご協力をお願いし、所信の表

明といたします。

自
律
へ
の
地
歩
固
め
の

年
に
あ
っ
て

町長所信表明

特
別
会
計
66
億

８
、２
７
８
万
円

前
年
度
比
‥
マ
イ
ナ
ス
３
・
７
％

一　　　般

国　　　保

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道

下水道事業

農 業 排 水

病 院 事 業

合　　計

56億7,000万円

10億4,852万9千円

14億7,074万8千円

10億3,731万3千円

1億5,638万5千円

7億1,999万5千円

2億6,122万6千円

19億8,859万円

123億5,278万6千円

4.03

1.06

▲5.74

4.17

▲49.83

▲2.05

4.52

▲3.59

▲0.4

会  計  別 予　算　額 前年比（％）

　

下
水
道
事
業
費
総
額
７
億
１
、

９
９
９
万
円
で
す
。
本
年
度
は
反

里
口
、
津
南
原
地
内
管
渠
布
設
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
流
量
増
に

備
え
津
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設

工
事
を
着
手
し
ま
す
。

総
額
56
億

７
、０
０
０
万
円

総
額
56
億

７
、０
０
０
万
円

前年度対比0.4％減
123億5,278万6千円

生産拡大が期待されるプレカット工場

　
　

津
南
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

は
３
月
末
で
事
業
終
了
す
る
こ
と

と
な
り
、
４
月
か
ら
津
南
観
光
物

産
館
及
び
ホ
ッ
ト
ワ
ー
ク
津
南
は

普
通
財
産
と
し
て
民
間
に
貸
付
す

る
こ
と
と
な
り
、
年
間
60
万
円
の

貸
付
料
と
な
り
ま
す
。

（財）
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まだ働きざかり

新酒を仕込み、販売努力

機具を活用、健康増進

保
育
園
内
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

時代を担う、わが町の宝物

　
　

法
改
正
に
よ
り
、
民
生
委
員

が
認
定
に
際
し
て
、
意
見
を
出
す

な
ど
の
「
関
与
」
は
で
き
な
く
な
っ

た
。
「
制
度
お
知
ら
せ
」
チ
ラ
シ

の
見
直
し
と
、
認
定
に
際
し
て
の

手
続
き
を
改
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

　
　
　

今
後
は
、
様
式
も
変
え

民
生
委
員
の
手
を
煩
わ
す
こ
と
な

く
、
本
人
の
申
請
で
教
育
委
員
会

が
適
否
を
認
定
す
る
。

藤
ノ
木
浩
子 

議
員

問教
育
長

質疑
町長施政方針及び
予算編成の基本方針に
町長施政方針及び
予算編成の基本方針に

申
請
し
や
す
い

　

 

就
学
援
助
制
度
に

　
　

後
期
基
本
計
画
に
あ
る
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高
速
通
信
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

 

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
津
南
に
布
設
し
た
い
と
い
う
提

案
が
示
さ
れ
た
。
条
件
が
あ
り
、

採
算
ベ
ー
ス
を
考
え
、
加
入
者
数

の
ま
と
ま
り
が
欲
し
い
と
の
こ
と
。

数
字
が
ま
と
ま
れ
ば
19
年
後
半
に

は
取
り
組
め
る
だ
ろ
う
と
い
う
話

が
出
て
き
た
。
町
民
の
意
見
を
聞

き
、
実
施
に
向
け
検
討
し
た
い
。

河
田
強
一 

議
員

問助
役 高

速
通
信
体
系
整
備
の

進
め
方
は 

　
　

苗
場
福
祉
会
へ
の
ク
ア
ハ
ウ

ス
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
業
務
委
託
料

２
、
１
６
０
万
円
の
算
出
根
拠
と

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

 

　
　

会
員
も
半
減
し
て
お
り
、

営
業
努
力
は
当
然
だ
が
大
き
な
収

益
は
望
め
な
い
。
町
民
の
福
祉
、

健
康
増
進
施
設
と
し
て
の
運
営
と

な
る
が
、
指
定
管
理
者
に
大
き
な

負
担
は
か
け
ら
れ
な
い
。
委
託
料

の
決
定
は
収
支
計
画
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
な
か
で
決
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

津
端
眞
一 

議
員

問町
長

　
　

地
震
、
水
害
、
豪
雪
と
災
害

が
続
い
て
い
る
。
危
険
回
避
防
備

の
た
め
に
作
成
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
内
容
、
予
算
に
つ
い
て
伺

う
。

 

　
　

本
年
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
。
信
濃
川
浸
水

想
定
区
域
図
を
作
り
、
で
き
た
も

の
は
関
係
地
域
に
配
布
す
る
。
予

算
は
防
災
費
の
印
刷
製
本
費
の
40

万
円
を
充
て
る
。

問町
長

苗
場
福
祉
会
へ
の

業
務
委
託
は

根
津
勝
幸 

議
員

　
　

年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
引

き
上
げ
や
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
（
65
歳
ま
で
働
け
る
制
度
の

導
入
を
企
業
に
義
務
付
け
た
法
）

が
４
月
施
行
さ
れ
る
社
会
状
況
の

な
か
、
勧
奨
制
度
は
廃
止
す
べ
き

だ
。

　
　
　

管
理
職
は
人
事
刷
新
、
職

場
の
活
力
維
持
か
ら
慣
例
的
に
58

歳
で
退
職
し
て
い
た
だ
い
た
が
、年

金
支
給
年
齢
引
き
上
げ
等
も
あ
り
、

今
後
は
総
合
的
に
検
討
が
必
要
。

藤
ノ
木
富
有 

議
員

問町
長 管

理
職
の
58
歳
勧
奨

退
職
は
一
考
を

　
　

町
は
法
令
外
団
体
へ
大
き
な

負
担
金
を
出
し
て
い
る
。
各
団
体

に
そ
れ
ぞ
れ
叩
き
上
げ
の
職
員
が

い
る
。
職
員
の
や
る
気
を
な
く
さ

な
い
た
め
に
も
や
め
る
べ
き
で
あ

る
。

 

　
　

補
助
金
に
つ
い
て
は
各
団

体
の
申
請
に
基
づ
き
審
査
査
定
し

て
決
定
し
て
い
る
。
役
場
職
員
が

退
職
後
に
再
就
職
す
る
場
合
も
あ

る
が
団
体
等
の
募
集
に
応
募
し
た

も
の
で
あ
る
。

大
平
謙
一 

議
員

問町
長 法

令
外
団
体
へ
の

天
下
り
は
や
め
よ
う

　
　

道
州
制
導
入
の
中
間
答
申
を

問
う
。

 

　
　

道
州
制
の
議
論
は
加
速
し

て
い
く
。
議
論
に
あ
た
っ
て
は
国

と
地
方
の
役
割
分
担
、
広
域
自
治

体
と
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村

の
役
割
分
担
が
一
体
的
に
示
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
道
州
の
枠
組
み

の
議
論
を
先
行
す
べ
き
で
は
な
い
。

国
民
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
の

で
国
民
的
議
論
を
期
待
し
、
ま
た
、

注
視
し
て
い
く
。 涌

井
幸
一 

議
員

問町
長 地

方
制
度
調
査
会
の

道
州
制
導
入
の
答
申

　
　

新
し
い
ス
タ
ッ
フ
で
の
ス
タ
ー

ト
、
津
南
醸
造
の
現
状
と
今
後
の

か
か
わ
り
は
。

 

　
　

現
状
で
は
厳
し
い
経
営
と

思
え
る
。
し
か
し
、
収
支
の
改
善

努
力
が
伺
わ
れ
、
新
体
制
の
な
か

で
新
酒
等
の
販
売
増
加
も
見
ら
れ

る
。

 

町
農
業
振
興
に
も
寄
与
し
て
お

り
、
新
し
い
技
術
、
改
善
、
加
工

等
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
支
援
も
考

え
る
。

吉
野　

徹 

議
員

問町
長 津

南
醸
造
へ
の

今
後
の
か
か
わ
り
は 

　
　

希
望
あ
る
自
律
に
向
け
た
町

づ
く
り
の
中
身
と
実
行
内
容
を
具

体
的
に
示
せ
。

 

　
　

我
が
町
は
自
律
の
町
を
選

択
し
た
。
何
を
一
番
の
心
棒
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
「
人
間

の
絆
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
政
治

で
あ
る
」
が
私
の
基
本
で
あ
る
。

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
原

点
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

守
り
な
が
ら
新
た
に
構
築
し
て
い

く
。

草
津　

進 

議
員

問町
長 ５

期
目
の
町
政
を

め
ざ
す
具
体
的
な
柱
は

災
害
危
険
回
避
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
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、
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で
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た
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は
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体

に
そ
れ
ぞ
れ
叩
き
上
げ
の
職
員
が

い
る
。
職
員
の
や
る
気
を
な
く
さ

な
い
た
め
に
も
や
め
る
べ
き
で
あ

る
。

 

　
　

補
助
金
に
つ
い
て
は
各
団

体
の
申
請
に
基
づ
き
審
査
査
定
し

て
決
定
し
て
い
る
。
役
場
職
員
が

退
職
後
に
再
就
職
す
る
場
合
も
あ

る
が
団
体
等
の
募
集
に
応
募
し
た

も
の
で
あ
る
。

大
平
謙
一 

議
員

問町
長 法

令
外
団
体
へ
の

天
下
り
は
や
め
よ
う

　
　

道
州
制
導
入
の
中
間
答
申
を

問
う
。

 

　
　

道
州
制
の
議
論
は
加
速
し

て
い
く
。
議
論
に
あ
た
っ
て
は
国

と
地
方
の
役
割
分
担
、
広
域
自
治

体
と
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村

の
役
割
分
担
が
一
体
的
に
示
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
道
州
の
枠
組
み

の
議
論
を
先
行
す
べ
き
で
は
な
い
。

国
民
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
の

で
国
民
的
議
論
を
期
待
し
、
ま
た
、

注
視
し
て
い
く
。 涌

井
幸
一 

議
員

問町
長 地

方
制
度
調
査
会
の

道
州
制
導
入
の
答
申

　
　

新
し
い
ス
タ
ッ
フ
で
の
ス
タ
ー

ト
、
津
南
醸
造
の
現
状
と
今
後
の

か
か
わ
り
は
。

 

　
　

現
状
で
は
厳
し
い
経
営
と

思
え
る
。
し
か
し
、
収
支
の
改
善

努
力
が
伺
わ
れ
、
新
体
制
の
な
か

で
新
酒
等
の
販
売
増
加
も
見
ら
れ

る
。

 

町
農
業
振
興
に
も
寄
与
し
て
お

り
、
新
し
い
技
術
、
改
善
、
加
工

等
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
支
援
も
考

え
る
。

吉
野　

徹 

議
員

問町
長 津

南
醸
造
へ
の

今
後
の
か
か
わ
り
は 

　
　

希
望
あ
る
自
律
に
向
け
た
町

づ
く
り
の
中
身
と
実
行
内
容
を
具

体
的
に
示
せ
。

 

　
　

我
が
町
は
自
律
の
町
を
選

択
し
た
。
何
を
一
番
の
心
棒
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
「
人
間

の
絆
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
政
治

で
あ
る
」
が
私
の
基
本
で
あ
る
。

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
原

点
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

守
り
な
が
ら
新
た
に
構
築
し
て
い

く
。

草
津　

進 

議
員

問町
長 ５

期
目
の
町
政
を

め
ざ
す
具
体
的
な
柱
は

災
害
危
険
回
避
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
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下
水
道
会
計

下
水
道
会
計

病
院
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
国
体
の

会
場
と
運
営
は

危険を伴う雪捨て場

バイアスロン期待の江村 恵さん

上田地区排水処理施設のブロアー室

はいがんばってね

一   般   会   計一   般   会   計一   般   会   計

特  

別  

会  

計

特  

別  

会  

計

特  

別  

会  

計

　
　

09
年
の
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク

津
南
で
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
の

国
体
会
場
が
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
関
わ
る
、
経
費
と
人
員
体

制
は
。

  
 

所
管
は
教
育
委
員
会
が
担
当

す
る
。
片
手
間
で
は
で
き
な
い
の

で
、
準
備
室
体
制
を
と
る
。
費
用

に
つ
い
て
は
県
の
試
算
に
よ
る
と

３
、
０
０
０
万
円
く
ら
い
で
、
そ

の
内
２
、０
０
０
万
円
が
県
、
１
、

０
０
０
万
円
が
町
の
支
出
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
本
番
に
は
、
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
員
、
町
職
員
で
１
０
０
人

く
ら
い
の
役
員
体
制
で
臨
む
。

問答

3月14日、予算案に対し一般会計と特別会計について

自由質議を行い、その一部を掲載しました。

案 審 議  　  由 質 疑議 自

　
　

定
率
減
税
が
導
入
さ
れ
た
と

き
保
育
料
が
急
に
安
く
な
ら
な
い

よ
う
に
保
育
所
徴
収
基
準
額
を
変

え
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
が
当
町

で
は
ど
う
か
。
ま
た
、
定
率
減
税

が
廃
止
さ
れ
る
が
、
逆
に
保
育
料

が
上
が
る
現
象
が
起
き
な
い
よ
う

に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

保
育
料
の
徴
収
基
準
は
、
か

つ
て
は
国
が
基
準
を
定
め
て
い
て
、

国
庫
負
担
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

国
の
基
準
も
な
く
な
り
、
一
般
財

源
化
さ
れ
、
各
市
町
村
の
判
断
に

よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
町
は
当
時
の
徴
収
基
準
を
基
に
、

町
独
自
の
徴
収
額
を
決
め
て
き
た
。

税
制
改
正
に
伴
い
階
層
を
変
え
る

こ
と
も
あ
る
が
、
全
体
の
徴
収
基

準
は
上
げ
な
い
。

問答
定
率
減
税
と

保
育
料
の
関
係
は

公
共
下
水
道
は

い
つ
完
了
す
る
の
か

　
　

18
年
度
は
、
反
里
口
、
津
南

原
の
管
渠
布
設
工
事
の
予
定
で
あ

り
、
20
年
に
は
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
津
南
よ
り
流
入
量
の
増
加
。

　

津
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
着

手
と
い
う
が
、
後
何
年
で
完
了
す

る
の
か
。

　
　

今
年
度
反
里
口
工
区
完
了
。

津
南
原
工
区
に
つ
い
て
も
堂
平
、

津
原
附
近
ま
で
本
管
工
事
は
終
了

の
予
定
で
あ
る
。
来
年
度
で
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
の
所
ま
で
本
管
管
渠
が
延

び
、
平
成
20
年
度
に
は
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
の
繋
ぎ
込
み
を
す
る
。
浄
化

セ
ン
タ
ー
は
21
年
度
ま
で
４
ヶ
年

の
実
施
予
定
で
あ
る
。

問答

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

と
は
何
か

　
　

予
算
の
賃
借
料
に
オ
ー
ダ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
が
１
、

１
０
４
万
２
千
円
あ
る
が
こ
れ
は

何
か
。

　
　

受
診
し
て
診
察
料
を
計
算
し

た
り
、
薬
を
処
方
し
た
場
合
そ
の

処
方
が
直
接
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

入
力
さ
れ
、
薬
局
と
計
算
す
る
医

事
に
来
る
も
の
で
あ
る
。
医
療
報

酬
を
請
求
す
る
デ
ー
タ
も
一
連
の

な
か
で
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

問答

療
養
病
床
の

今
後
の
考
え
は

　
　

療
養
病
床
は
将
来
的
に
は
、

全
国
的
に
半
分
以
下
に
す
る
と
い

う
方
向
が
出
て
い
る
が
、
療
養
病

床
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　
　

平
成
15
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト

し
て
、
利
用
状
況
が
安
定
し
て
き

て
い
る
。
運
用
に
あ
た
っ
て
は
老

健
施
設
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

と
か
打
ち
合
わ
せ
も
で
き
て
き
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
る
。
病
院

の
機
能
と
し
て
も
、
急
性
期
が
あ
っ

て
療
養
病
床
が
あ
り
、
施
設
の
連

携
と
い
う
こ
と
で
機
能
的
に
も
こ

う
い
う
形
が
今
後
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問答

医
師
の
退
職
手
当
の

支
払
い
方
法
は

　
　

医
師
の
退
職
手
当
は
ど
う
い

う
形
で
支
払
わ
れ
る
の
か
。

　
　

医
師
の
定
年
は
65
歳
で
あ
り

退
職
金
は
一
般
職
員
と
同
じ
よ
う

に
、
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
積

み
立
て
を
し
、
そ
こ
か
ら
支
給
さ

れ
る
。
臨
時
職
員
も
同
じ
で
あ
る
。

問答

戸
数
の
少
な
い
集
落
は

ど
う
な
る
の
か

　
　

美
穂
集
落
に
つ
い
て
は
ど
う

な
る
の
か

　
　

堂
平
集
落
か
ら
距
離
的
に
離

れ
て
お
り
、
ま
た
、
戸
数
の
関
係

か
ら
も
合
併
浄
化
槽
で
対
応
す
る
。

問答

定
数
条
例
と
現
職
員
数
の

差
が
あ
る
が

　
　

定
数
条
例
で
は
病
院
以
外
で

１
９
９
人
、
病
院
で
１
２
０
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
病
院
以

外
で
１
５
１
人
、
病
院
で
99
人
で

あ
る
。
条
例
と
実
数
に
差
が
あ
り

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

条
例
の
定
数
は
上
限
で
あ
る
。

定
数
と
実
人
員
数
に
相
当
の
違
い

が
あ
る
が
、
時
期
を
見
て
、
早
い

段
階
で
適
切
に
且
つ
適
正
な
定
数

に
改
正
す
る
。

問答

安
全
な
雪
捨
て
場
が

な
い

　
　

現
在
の
雪
捨
て
場
は
、
一
般

の
人
が
捨
て
る
に
は
、
車
で
の
バ
ッ

ク
が
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
安
全

な
場
所
に
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　
　

信
濃
川
河
川
敷
が
一
番
安
価

な
捨
て
場
で
あ
る
が
、
一
般
の
方
々

に
は
押
し
出
す
ブ
ル
等
が
必
要
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。
安
全
な
場
所

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
砂
利
採

取
場
等
も
考
え
ら
れ
る
が
、
重
機

等
の
借
り
上
げ
も
出
て
く
る
の
で

今
後
の
問
題
と
し
て
検
討
し
て
い

く
。

問答

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

効
果
的
な
活
用
を

　
　

本
年
度
新
規
事
業
の
取
り
組

み
と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
が
あ
る
が
、
学
校
教
育
と

の
連
携
は
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
。
専
門
相
談
員
と
し
て
職
員
２

名
を
配
置
し
、
子
育
て
に
関
す
る

相
談
業
務
、
町
で
保
健
師
が
や
っ

て
い
る
子
育
て
に
関
す
る
事
業
も

や
る
。
学
校
に
関
し
て
は
今
ま
で

ど
お
り
学
童
保
育
と
し
て
や
っ
て

い
く
。

問答
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下
水
道
会
計

下
水
道
会
計

病
院
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

バ
イ
ア
ス
ロ
ン
国
体
の

会
場
と
運
営
は

危険を伴う雪捨て場

バイアスロン期待の江村 恵さん

上田地区排水処理施設のブロアー室

はいがんばってね

一   般   会   計一   般   会   計一   般   会   計

特  

別  

会  

計

特  

別  

会  

計

特  

別  

会  

計

　
　

09
年
の
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク

津
南
で
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
の

国
体
会
場
が
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
関
わ
る
、
経
費
と
人
員
体

制
は
。

  
 

所
管
は
教
育
委
員
会
が
担
当

す
る
。
片
手
間
で
は
で
き
な
い
の

で
、
準
備
室
体
制
を
と
る
。
費
用

に
つ
い
て
は
県
の
試
算
に
よ
る
と

３
、
０
０
０
万
円
く
ら
い
で
、
そ

の
内
２
、０
０
０
万
円
が
県
、
１
、

０
０
０
万
円
が
町
の
支
出
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
本
番
に
は
、
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
員
、
町
職
員
で
１
０
０
人

く
ら
い
の
役
員
体
制
で
臨
む
。

問答

3月14日、予算案に対し一般会計と特別会計について

自由質議を行い、その一部を掲載しました。

案 審 議  　  由 質 疑議 自

　
　

定
率
減
税
が
導
入
さ
れ
た
と

き
保
育
料
が
急
に
安
く
な
ら
な
い

よ
う
に
保
育
所
徴
収
基
準
額
を
変

え
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
が
当
町

で
は
ど
う
か
。
ま
た
、
定
率
減
税

が
廃
止
さ
れ
る
が
、
逆
に
保
育
料

が
上
が
る
現
象
が
起
き
な
い
よ
う

に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

保
育
料
の
徴
収
基
準
は
、
か

つ
て
は
国
が
基
準
を
定
め
て
い
て
、

国
庫
負
担
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

国
の
基
準
も
な
く
な
り
、
一
般
財

源
化
さ
れ
、
各
市
町
村
の
判
断
に

よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
町
は
当
時
の
徴
収
基
準
を
基
に
、

町
独
自
の
徴
収
額
を
決
め
て
き
た
。

税
制
改
正
に
伴
い
階
層
を
変
え
る

こ
と
も
あ
る
が
、
全
体
の
徴
収
基

準
は
上
げ
な
い
。

問答
定
率
減
税
と

保
育
料
の
関
係
は

公
共
下
水
道
は

い
つ
完
了
す
る
の
か

　
　

18
年
度
は
、
反
里
口
、
津
南

原
の
管
渠
布
設
工
事
の
予
定
で
あ

り
、
20
年
に
は
ニ
ュ
ー
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
津
南
よ
り
流
入
量
の
増
加
。

　

津
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
着

手
と
い
う
が
、
後
何
年
で
完
了
す

る
の
か
。

　
　

今
年
度
反
里
口
工
区
完
了
。

津
南
原
工
区
に
つ
い
て
も
堂
平
、

津
原
附
近
ま
で
本
管
工
事
は
終
了

の
予
定
で
あ
る
。
来
年
度
で
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
の
所
ま
で
本
管
管
渠
が
延

び
、
平
成
20
年
度
に
は
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
の
繋
ぎ
込
み
を
す
る
。
浄
化

セ
ン
タ
ー
は
21
年
度
ま
で
４
ヶ
年

の
実
施
予
定
で
あ
る
。

問答

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

と
は
何
か

　
　

予
算
の
賃
借
料
に
オ
ー
ダ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
が
１
、

１
０
４
万
２
千
円
あ
る
が
こ
れ
は

何
か
。

　
　

受
診
し
て
診
察
料
を
計
算
し

た
り
、
薬
を
処
方
し
た
場
合
そ
の

処
方
が
直
接
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

入
力
さ
れ
、
薬
局
と
計
算
す
る
医

事
に
来
る
も
の
で
あ
る
。
医
療
報

酬
を
請
求
す
る
デ
ー
タ
も
一
連
の

な
か
で
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

問答

療
養
病
床
の

今
後
の
考
え
は

　
　

療
養
病
床
は
将
来
的
に
は
、

全
国
的
に
半
分
以
下
に
す
る
と
い

う
方
向
が
出
て
い
る
が
、
療
養
病

床
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

　
　

平
成
15
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト

し
て
、
利
用
状
況
が
安
定
し
て
き

て
い
る
。
運
用
に
あ
た
っ
て
は
老

健
施
設
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

と
か
打
ち
合
わ
せ
も
で
き
て
き
て
、

ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
る
。
病
院

の
機
能
と
し
て
も
、
急
性
期
が
あ
っ

て
療
養
病
床
が
あ
り
、
施
設
の
連

携
と
い
う
こ
と
で
機
能
的
に
も
こ

う
い
う
形
が
今
後
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。

問答

医
師
の
退
職
手
当
の

支
払
い
方
法
は

　
　

医
師
の
退
職
手
当
は
ど
う
い

う
形
で
支
払
わ
れ
る
の
か
。

　
　

医
師
の
定
年
は
65
歳
で
あ
り

退
職
金
は
一
般
職
員
と
同
じ
よ
う

に
、
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
積

み
立
て
を
し
、
そ
こ
か
ら
支
給
さ

れ
る
。
臨
時
職
員
も
同
じ
で
あ
る
。

問答

戸
数
の
少
な
い
集
落
は

ど
う
な
る
の
か

　
　

美
穂
集
落
に
つ
い
て
は
ど
う

な
る
の
か

　
　

堂
平
集
落
か
ら
距
離
的
に
離

れ
て
お
り
、
ま
た
、
戸
数
の
関
係

か
ら
も
合
併
浄
化
槽
で
対
応
す
る
。

問答

定
数
条
例
と
現
職
員
数
の

差
が
あ
る
が

　
　

定
数
条
例
で
は
病
院
以
外
で

１
９
９
人
、
病
院
で
１
２
０
人
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
病
院
以

外
で
１
５
１
人
、
病
院
で
99
人
で

あ
る
。
条
例
と
実
数
に
差
が
あ
り

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

条
例
の
定
数
は
上
限
で
あ
る
。

定
数
と
実
人
員
数
に
相
当
の
違
い

が
あ
る
が
、
時
期
を
見
て
、
早
い

段
階
で
適
切
に
且
つ
適
正
な
定
数

に
改
正
す
る
。

問答

安
全
な
雪
捨
て
場
が

な
い

　
　

現
在
の
雪
捨
て
場
は
、
一
般

の
人
が
捨
て
る
に
は
、
車
で
の
バ
ッ

ク
が
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
安
全

な
場
所
に
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　
　

信
濃
川
河
川
敷
が
一
番
安
価

な
捨
て
場
で
あ
る
が
、
一
般
の
方
々

に
は
押
し
出
す
ブ
ル
等
が
必
要
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。
安
全
な
場
所

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
砂
利
採

取
場
等
も
考
え
ら
れ
る
が
、
重
機

等
の
借
り
上
げ
も
出
て
く
る
の
で

今
後
の
問
題
と
し
て
検
討
し
て
い

く
。

問答

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

効
果
的
な
活
用
を

　
　

本
年
度
新
規
事
業
の
取
り
組

み
と
し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
開
設
が
あ
る
が
、
学
校
教
育
と

の
連
携
は
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
。
専
門
相
談
員
と
し
て
職
員
２

名
を
配
置
し
、
子
育
て
に
関
す
る

相
談
業
務
、
町
で
保
健
師
が
や
っ

て
い
る
子
育
て
に
関
す
る
事
業
も

や
る
。
学
校
に
関
し
て
は
今
ま
で

ど
お
り
学
童
保
育
と
し
て
や
っ
て

い
く
。

問答
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税
収
の
伸
び
悩
み
の
な
か
、
約

４
％
増
の
予
算
で
あ
る
町
単
事
業

の
継
続
、
有
利
債
を
利
用
し
た
公

共
事
業
等
に
取
り
組
み
、
町
民
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
せ
ぬ
よ
う
に
努
力

が
な
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
。
町
長

が
述
べ
ら
れ
た
小
さ
く
と
も
輝
く

誇
り
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
よ
り

一
層
の
努
力
を
願
い
賛
成
と
す
る
。

一般会計

特別会計

一般会計

特別会計

　

少
子
化
に
伴
う
保
育
園
の
分
園

の
統
合
を
は
じ
め
、
複
式
学
級
へ

の
対
応
、
２
学
期
制
の
導
入
の
実

現
に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
新
年
度
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
暮
ら
し

の
安
定
し
た
町
づ
く
り
を
望
み
賛

成
と
す
る
。

賛
成
討
論　
　

 

草 

津　

  

進

　

自
然
災
害
の
多
発
と
少
子
高
齢

化
時
代
に
行
政
に
対
す
る
町
民
の

期
待
は
大
き
い
。
い
か
に
町
民
に

夢
と
活
力
を
与
え
ら
れ
る
か
が
課

題
と
考
え
る
。
本
予
算
に
お
い
て

森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
（
観
光
）
と

冬
期
間
の
野
菜
等
の
雪
中
貯
蔵
、

生
産
販
売
に
研
究
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
町
民
の
新
し
い
活
力
源

の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

平
成
16
年
10
月
か
ら
一
年
六
ヵ

月
の
間
議
会
事
務
局
勤
務
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
高

橋
議
長
さ
ん
が
県
町
村
議
長
会
々

長
、
全
国
町
村
議
長
会
理
事
に
就

か
れ
全
国
的
な
場
で
の
ご
活
躍
を

近
く
で
拝
見
し
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
長
さ

ん
を
先
頭
に
地
方
分
権
が
進
む
な

か
、
自
律
の
町
づ
く
り
に
議
会
の

一
層
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
税
務
町
民
課
長
へ
）

　

４
月
よ
り
、
議
会
事
務
局
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
進
展
し
、
変
革
し
て
い
る
議

会
に
対
応
す
る
た
め
、
事
務
局
職

員
は
、
議
会
運
営
の
専
門
家
と
な

る
使
命
を
負
っ
て
い
ま
す
。
円
滑

な
議
会
運
営
に
は
専
門
的
な
知
識

が
必
要
で
あ
り
、
早
く
専
門
家
に

な
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
議
員
諸
氏
を
始

め
、
町
民
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

賛
成
討
論　
　

 

富
沢　

春
江

　

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
町
へ

の
影
響
も
大
き
い
が
、
町
民
に
と

っ
て
税
制
改
正
に
よ
る
増
税
や
医

療
改
悪
が
行
わ
れ
る
と
約
６
千
万

円
も
の
負
担
増
と
な
る
。
国
民
い

じ
め
の
政
治
の
嵐
の
中
で
も
、
自

立
津
南
の
福
祉
は
か
ろ
う
じ
て
守

ら
れ
て
い
る
が
、
地
方
交
付
税
を

守
り
、
住
民
を
守
る
自
治
体
と
し

て
、
国
の
悪
政
に
批
判
を
。

賛
成
討
論　
　

 

藤
ノ
木
浩
子

論討
（各会計）

賛
成
討
論　
　

 

河
田　

強
一

　

地
域
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
受

診
で
き
る
病
院
づ
く
り
を
め
ざ
す

運
営
方
針
。
４
月
か
ら
糖
尿
病
の

専
門
医
、
外
科
医
の
常
駐
と
医
師

の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
は
町

民
の
一
番
安
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
受
付
、
会
計
、
薬
な
ど
待
ち

時
間
の
短
縮
で
利
用
し
や
す
い
病

院
等
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
留
意
さ

れ
、
在
宅
者
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て

い
る
。

職員一同、安心
・安全サービス

向上

森林セラピー候
補地の樽田ブナ

林

子育て支援に期待したい!!

　

介
護
保
険
で
老
後
は
安
心
な
ど

と
い
う
人
が
い
る
の
か
。
介
護
保

険
料
値
上
げ
は
高
齢
者
の
負
担
能

力
に
関
係
な
く
増
え
て
い
く
、
施

設
の
食
費
、
居
住
費
の
全
額
負
担

に
本
人
も
家
族
も
耐
え
き
れ
る
の

か
、
介
護
の
社
会
化
を
め
ざ
し
た

制
度
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
、
利

用
者
の
立
場
で
自
治
体
も
、
介
護

現
場
の
声
を
国
に
上
げ
て
ほ
し
い
。

反
対
討
論　
　

 

藤
ノ
木
浩
子

賛
成
討
論　
　

 

草 

津　

  

進

粉川正明氏

小林貞雄氏

山田卓夫氏

教
育
委
員
に

　

   

粉
川
正
明
氏

お
世
話
に

　
　

な
り
ま
し
た

よ
ろ
し
く

　

お
願
い
し
ま
す

【
粉
川
正
明
氏
の
略
歴
】

　

長
年
教
育
委
員
長
の
要
職
と
し

て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
山
下
克
利

氏
の
勇
退
に
よ
り
、
新
し
く
教
育

委
員
の
任
命
の
同
意
が
求
め
ら
れ
、

賛
成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

明
治
薬
科
大
学
卒
業
、
保
健
堂

薬
局
薬
剤
師
、
津
南
町
体
育
指
導

員
、
津
南
町
社
会
教
育
委
員
、
津

南
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
、
津
南
町

生
涯
学
習
推
進
会
議
委
員
を
歴
任

人　

事
Pers

onne
l

病 

院 

会 

計

介 

護 

保 

険
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税
収
の
伸
び
悩
み
の
な
か
、
約

４
％
増
の
予
算
で
あ
る
町
単
事
業

の
継
続
、
有
利
債
を
利
用
し
た
公

共
事
業
等
に
取
り
組
み
、
町
民
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
せ
ぬ
よ
う
に
努
力

が
な
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
。
町
長

が
述
べ
ら
れ
た
小
さ
く
と
も
輝
く

誇
り
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
よ
り

一
層
の
努
力
を
願
い
賛
成
と
す
る
。

一般会計

特別会計

一般会計

特別会計

　

少
子
化
に
伴
う
保
育
園
の
分
園

の
統
合
を
は
じ
め
、
複
式
学
級
へ

の
対
応
、
２
学
期
制
の
導
入
の
実

現
に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
新
年
度
か
ら
保

健
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
暮
ら
し

の
安
定
し
た
町
づ
く
り
を
望
み
賛

成
と
す
る
。

賛
成
討
論　
　

 

草 

津　

  

進

　

自
然
災
害
の
多
発
と
少
子
高
齢

化
時
代
に
行
政
に
対
す
る
町
民
の

期
待
は
大
き
い
。
い
か
に
町
民
に

夢
と
活
力
を
与
え
ら
れ
る
か
が
課

題
と
考
え
る
。
本
予
算
に
お
い
て

森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
（
観
光
）
と

冬
期
間
の
野
菜
等
の
雪
中
貯
蔵
、

生
産
販
売
に
研
究
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
町
民
の
新
し
い
活
力
源

の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

平
成
16
年
10
月
か
ら
一
年
六
ヵ

月
の
間
議
会
事
務
局
勤
務
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
高

橋
議
長
さ
ん
が
県
町
村
議
長
会
々

長
、
全
国
町
村
議
長
会
理
事
に
就

か
れ
全
国
的
な
場
で
の
ご
活
躍
を

近
く
で
拝
見
し
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
長
さ

ん
を
先
頭
に
地
方
分
権
が
進
む
な

か
、
自
律
の
町
づ
く
り
に
議
会
の

一
層
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
税
務
町
民
課
長
へ
）

　

４
月
よ
り
、
議
会
事
務
局
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
々
進
展
し
、
変
革
し
て
い
る
議

会
に
対
応
す
る
た
め
、
事
務
局
職

員
は
、
議
会
運
営
の
専
門
家
と
な

る
使
命
を
負
っ
て
い
ま
す
。
円
滑

な
議
会
運
営
に
は
専
門
的
な
知
識

が
必
要
で
あ
り
、
早
く
専
門
家
に

な
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
議
員
諸
氏
を
始

め
、
町
民
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

賛
成
討
論　
　

 

富
沢　

春
江

　

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
町
へ

の
影
響
も
大
き
い
が
、
町
民
に
と

っ
て
税
制
改
正
に
よ
る
増
税
や
医

療
改
悪
が
行
わ
れ
る
と
約
６
千
万

円
も
の
負
担
増
と
な
る
。
国
民
い

じ
め
の
政
治
の
嵐
の
中
で
も
、
自

立
津
南
の
福
祉
は
か
ろ
う
じ
て
守

ら
れ
て
い
る
が
、
地
方
交
付
税
を

守
り
、
住
民
を
守
る
自
治
体
と
し

て
、
国
の
悪
政
に
批
判
を
。

賛
成
討
論　
　

 

藤
ノ
木
浩
子

論討
（各会計）

賛
成
討
論　
　

 

河
田　

強
一

　

地
域
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
受

診
で
き
る
病
院
づ
く
り
を
め
ざ
す

運
営
方
針
。
４
月
か
ら
糖
尿
病
の

専
門
医
、
外
科
医
の
常
駐
と
医
師

の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
は
町

民
の
一
番
安
心
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
受
付
、
会
計
、
薬
な
ど
待
ち

時
間
の
短
縮
で
利
用
し
や
す
い
病

院
等
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
留
意
さ

れ
、
在
宅
者
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て

い
る
。

職員一同、安心
・安全サービス

向上

森林セラピー候
補地の樽田ブナ

林

子育て支援に期待したい!!

　

介
護
保
険
で
老
後
は
安
心
な
ど

と
い
う
人
が
い
る
の
か
。
介
護
保

険
料
値
上
げ
は
高
齢
者
の
負
担
能

力
に
関
係
な
く
増
え
て
い
く
、
施

設
の
食
費
、
居
住
費
の
全
額
負
担

に
本
人
も
家
族
も
耐
え
き
れ
る
の

か
、
介
護
の
社
会
化
を
め
ざ
し
た

制
度
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
、
利

用
者
の
立
場
で
自
治
体
も
、
介
護

現
場
の
声
を
国
に
上
げ
て
ほ
し
い
。

反
対
討
論　
　

 

藤
ノ
木
浩
子

賛
成
討
論　
　

 

草 

津　

  

進

粉川正明氏

小林貞雄氏

山田卓夫氏

教
育
委
員
に

　

   

粉
川
正
明
氏

お
世
話
に

　
　

な
り
ま
し
た

よ
ろ
し
く

　

お
願
い
し
ま
す

【
粉
川
正
明
氏
の
略
歴
】

　

長
年
教
育
委
員
長
の
要
職
と
し

て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
山
下
克
利

氏
の
勇
退
に
よ
り
、
新
し
く
教
育

委
員
の
任
命
の
同
意
が
求
め
ら
れ
、

賛
成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

明
治
薬
科
大
学
卒
業
、
保
健
堂

薬
局
薬
剤
師
、
津
南
町
体
育
指
導

員
、
津
南
町
社
会
教
育
委
員
、
津

南
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
、
津
南
町

生
涯
学
習
推
進
会
議
委
員
を
歴
任

人　

事
Pers

onne
l

病 

院 

会 

計

介 

護 

保 

険
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選
定
基
準
、
目
的
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
節
減
を
図

る
こ
と
、
住
民
の
平
等
利
用
の
確

保
、
施
設
の
最
大
限
の
利
用
効
果

等
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
が
、

管
理
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利

用
料
金
、
利
用
回
数
、
利
便
性
等

が
現
在
よ
り
不
利
益
に
な
ら
な
い

か
。
ま
た
、
公
共
性
の
施
設
だ
け

に
管
理
経
費
の
縮
減
に
は
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

ク
ア
ハ
ウ
ス
、
サ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
は
町
民
の
健
康
維
持
増
進
施
設

と
し
て
特
化
し
、
指
定
管
理
者
に

運
営
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

苗
場
福
祉
会
は
社
会
福
祉
法
人
で

あ
り
、
管
理
運
営
す
る
能
力
も
ノ

ウ
ハ
ウ
も
有
し
て
い
る
し
、
利
益

を
目
的
と
し
た
法
人
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
公
共
機
関
に
準
じ
た
法

人
と
位
置
付
け
、
公
募
に
よ
ら
な

い
選
定
と
し
た
。

　
　

今
回
の
よ
う
な
豪
雪
で
は
共

助
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
の

助
け
合
い
が
最
も
有
効
と
考
え
ら

れ
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

災
害
時
の
共
助
は
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
孤
立
集

落
に
お
い
て
は
助
け
合
い
が
発
揮

さ
れ
対
応
し
た
。
今
後
も
機
会
あ

る
ご
と
に
集
落
機
能
の
強
化
を
助

長
し
て
い
き
た
い
。

活性化センターの解散について活性化センターの解散について活性化センターの解散について

● 伊 林　康 男 議員

町長：施設を健康増進のために特化したい

● 

草  

津 　

  

進 

議
員

指
定
管
理
者
の
選
定
と

管
理
基
準
は

緊
急
時
の
共
助
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を

　
　

津
南
中
等
教
育
学
校
開
校
に

伴
う
学
校
統
合
問
題
の
見
通
し
は
。

　
　
　
　

中
等
校
の
流
れ
を
見
て
、

19
年
度
に
は
検
討
委
員
会
を
作
る
。

　
　

「
豪
雪
報
道
」
に
よ
り
過
疎
、

高
齢
化
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー

ジ
が
広
が
り
、
ま
す
ま
す
若
者
の

定
着
、
定
住
が
難
し
い
と
思
う
が
、

自
律
計
画
の
中
で
め
ざ
す
10
年
後

の
人
口
１
万
３
千
人
を
ど
う
進
め
、

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　

子
供
た
ち
が
こ
の
豪
雪
の

中
で
、
ス
キ
ー
大
会
で
さ
ま
ざ
ま

な
活
躍
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
大

変
誇
れ
る
津
南
町
の
人
間
性
で
あ

る
。
自
ら
が
自
信
と
誇
り
を
持
ち

続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
が
県
内
、
国
内
に
発
信
す

る
大
き
な
原
動
力
で
あ
り
、
さ
ら

に
国
外
に
発
信
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。
町
民
と
共
に
歩
く
こ
と

が
重
要
だ
。

　
　

健
康
増
進
施
設
と
し
て
今
ま

で
ど
お
り
の
実
施
が
で
き
る
の
か
。

 

　
　

健
康
増
進
施
設
と
し
て
よ

り
特
化
し
て
町
民
の
健
康
福
祉
向

上
に
活
用
す
る
た
め
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
り
運
営
す
る
。

学
校
統
合
の

将
来
見
通
し
の
考
え
は

豪
雪
報
道
に
よ
る

津
南
町
へ
の
影
響
は

（財）
津
南
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

教
育
長
‥
19
年
度
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る上郷中学校に入学する7名の生徒

苗場福祉会に管理がまかされたクアハウス

大豆の作況調査

問問

問

町
長

町
長

問町
長

問町
長

　
　

今
回
の
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
で
関
税
引

下
げ
が
避
け
て
通
れ
な
い
と
予
想

さ
れ
る
た
め
の
政
策
で
あ
る
。
農

家
を
選
別
す
る
こ
の
政
策
で
は
農

村
を
守
れ
な
い
。
本
格
的
な
ス
イ

ス
型
所
得
補
償
を
実
施
し
、消
費
者

に
安
く
安
全
な
農
産
品
を
提
供
す

る
こ
と
で
米
の
消
費
拡
大
と
減
反

政
策
解
消
に
も
な
る
。
町
の
考
え
は
。

 

　
　

提
案
に
は
賛
成
だ
が
、
そ

れ
に
は
現
下
の
国
県
の
財
政
事
情

で
は
、
ま
ず
、
国
民
の
理
解
と
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

 

　
　
　
　
　
　
　

輸
入
関
税
が

下
が
れ
ば
対
応
し
き
れ
ず
、
ゲ
タ

対
策
の
導
入
の
可
能
性
も
あ
る
。

国
際
情
勢
の
変
化
に
農
政
も
対
応

す
る
。

　
　

今
回
の
豪
雪
で
集
落
内
町
道

の
路
線
確
保
が
問
題
に
な
っ
た
。

消
防
車
、
救
急
車
が
集
落
内
の
隅
々

ま
で
入
れ
る
よ
う
な
除
雪
体
制
が

大
事
だ
と
思
う
が
、
町
の
計
画
は
。

 

　
　

冬
期
の
交
通
確
保
を
必
要

と
す
る
主
要
幹
線
、
各
路
線
の
重

要
性
、
交
通
量
、
除
雪
の
可
能
度

等
を
勘
案
し
て
１
種
か
ら
３
種
、

さ
ら
に
機
械
除
雪
、
消
雪
パ
イ
プ

等
の
併
用
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

集
落
内
の
住
民
の
増
減
、
居
住
者

の
実
態
、
道
路
形
状
の
変
化
等
を

勘
案
し
、
今
後
の
防
災
計
画
、
除

雪
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

農 村 を 守 る 対 策 は農 村 を 守 る 対 策 は農 村 を 守 る 対 策 は

● 大 平　謙 一 議員

町長：新対策を活用しながら所得確保したい

生
産
条
件
格
差
の

補
填
が
必
要

２
級
町
道
の
路
線
確
保
対
策

今
後
の
取
組
は 

木質ペレットはそば屋さんでも活用

問町
長

地
域
振
興
課
長

問町
長

学
校
統
合
の
議
論
の
活
発
化
を

学
校
統
合
の
議
論
の
活
発
化
を

学
校
統
合
の
議
論
の
活
発
化
を

● 

村 
山　

久 

一 

議
員

　
　

我
が
国
の
国
土
の
３
分
の
２

は
森
林
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

資
源
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

な
い
。
石
油
や
天
然
ガ
ス
等
の
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
、

各
地
で
研
究
開
発
が
行
わ
れ
、
す

で
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
、
木
材

を
粉
砕
し
て
粒
状
に
固
め
た
木
質

ペ
レ
ッ
ト
は
家
庭
の
暖
房
用
（
ス

ト
ー
ブ
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
床

暖
房
）、
公
共
施
設
の
暖
房
、
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
の
発
電
等
に
開
発
、
利
用
さ
れ

て
い
る
。
山
林
王
国
で
あ
る
長
野

県
で
は
す
で
に
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を

燃
料
に
し
た
発
電
所
が
１
箇
所
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
が
２
箇
所

で
稼
動
し
て
お
り
、
学
校
を
は
じ

め
公
共
施
設
、
一
般
家
庭
で
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
町
内
に
ふ
ん
だ

ん
に
あ
る
森
林
資
源
を
有
効
利
用

す
べ
き
と
思
う
が
。

 

　
　

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に

よ
り
地
域
環
境
を
守
る
こ
と
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
は
す
で
に
他
市

町
村
で
進
め
ら
れ
て
お
り
実
用
化

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

だ
。
当
町
で
も
小
規
模
発
電
所
に

つ
い
て
17
年
度
に
水
利
用
検
討
協

議
会
を
発
足
し
て
何
箇
所
か
の
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
す
で
に

森
林
資
源
を
生
か
し
た
木
質
ペ
レ
ッ

ト
は

“な
じ
ょ
も
ん
”
で
生
徒
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
体
験
学
習
の
場

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

地
元
産
森
林
資
源
の

有
効
利
用
を 町

長
‥
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
体
験
学
習
に
利
用

問町
長 木

質
ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
を

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
を

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
を

教
育
長
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の
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管
理
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、
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、
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回
数
、
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現
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よ
り
不
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た
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公
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管
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か
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持
増
進
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と
し
て
特
化
し
、
指
定
管
理
者
に

運
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お
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い
す
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の
で
あ
る
。

苗
場
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祉
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社
会
福
祉
法
人
で
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り
、
管
理
運
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能
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有
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る
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は
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公
共
機
関
に
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法
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、
公
募
に
よ
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選
定
と
し
た
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今
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で
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、
地
域
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で
の

助
け
合
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が
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も
有
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と
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ら

れ
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が
い
か
が
か
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害
時
の
共
助
は
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
孤
立
集

落
に
お
い
て
は
助
け
合
い
が
発
揮

さ
れ
対
応
し
た
。
今
後
も
機
会
あ

る
ご
と
に
集
落
機
能
の
強
化
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助

長
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て
い
き
た
い
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の
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で
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ス
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大
会
で
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ま
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な
活
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を
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た
だ
い
た
。
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変
誇
れ
る
津
南
町
の
人
間
性
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あ

る
。
自
ら
が
自
信
と
誇
り
を
持
ち

続
け
る
こ
と
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大
事
で
あ
る
。
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県
内
、
国
内
に
発
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す

る
大
き
な
原
動
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で
あ
り
、
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に
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に
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る
こ
と
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あ
る
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民
と
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に
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く
こ
と
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で
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育
長
‥
19
年
度
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る上郷中学校に入学する7名の生徒

苗場福祉会に管理がまかされたクアハウス

大豆の作況調査

問問

問

町
長

町
長

問町
長

問町
長

　
　

今
回
の
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
で
関
税
引

下
げ
が
避
け
て
通
れ
な
い
と
予
想

さ
れ
る
た
め
の
政
策
で
あ
る
。
農

家
を
選
別
す
る
こ
の
政
策
で
は
農

村
を
守
れ
な
い
。
本
格
的
な
ス
イ

ス
型
所
得
補
償
を
実
施
し
、消
費
者

に
安
く
安
全
な
農
産
品
を
提
供
す

る
こ
と
で
米
の
消
費
拡
大
と
減
反

政
策
解
消
に
も
な
る
。
町
の
考
え
は
。

 

　
　

提
案
に
は
賛
成
だ
が
、
そ

れ
に
は
現
下
の
国
県
の
財
政
事
情

で
は
、
ま
ず
、
国
民
の
理
解
と
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

 

　
　
　
　
　
　
　

輸
入
関
税
が

下
が
れ
ば
対
応
し
き
れ
ず
、
ゲ
タ

対
策
の
導
入
の
可
能
性
も
あ
る
。

国
際
情
勢
の
変
化
に
農
政
も
対
応

す
る
。

　
　

今
回
の
豪
雪
で
集
落
内
町
道

の
路
線
確
保
が
問
題
に
な
っ
た
。

消
防
車
、
救
急
車
が
集
落
内
の
隅
々

ま
で
入
れ
る
よ
う
な
除
雪
体
制
が

大
事
だ
と
思
う
が
、
町
の
計
画
は
。

 

　
　

冬
期
の
交
通
確
保
を
必
要

と
す
る
主
要
幹
線
、
各
路
線
の
重

要
性
、
交
通
量
、
除
雪
の
可
能
度

等
を
勘
案
し
て
１
種
か
ら
３
種
、

さ
ら
に
機
械
除
雪
、
消
雪
パ
イ
プ

等
の
併
用
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

集
落
内
の
住
民
の
増
減
、
居
住
者

の
実
態
、
道
路
形
状
の
変
化
等
を

勘
案
し
、
今
後
の
防
災
計
画
、
除

雪
計
画
の
見
直
し
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

農 村 を 守 る 対 策 は農 村 を 守 る 対 策 は農 村 を 守 る 対 策 は

● 大 平　謙 一 議員

町長：新対策を活用しながら所得確保したい

生
産
条
件
格
差
の

補
填
が
必
要

２
級
町
道
の
路
線
確
保
対
策

今
後
の
取
組
は 

木質ペレットはそば屋さんでも活用

問町
長

地
域
振
興
課
長

問町
長

学
校
統
合
の
議
論
の
活
発
化
を

学
校
統
合
の
議
論
の
活
発
化
を

学
校
統
合
の
議
論
の
活
発
化
を

● 

村 
山　

久 

一 

議
員

　
　

我
が
国
の
国
土
の
３
分
の
２

は
森
林
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

資
源
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い

な
い
。
石
油
や
天
然
ガ
ス
等
の
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
、

各
地
で
研
究
開
発
が
行
わ
れ
、
す

で
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
、
木
材

を
粉
砕
し
て
粒
状
に
固
め
た
木
質

ペ
レ
ッ
ト
は
家
庭
の
暖
房
用
（
ス

ト
ー
ブ
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
床

暖
房
）、
公
共
施
設
の
暖
房
、
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
の
発
電
等
に
開
発
、
利
用
さ
れ

て
い
る
。
山
林
王
国
で
あ
る
長
野

県
で
は
す
で
に
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を

燃
料
に
し
た
発
電
所
が
１
箇
所
、

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
製
造
が
２
箇
所

で
稼
動
し
て
お
り
、
学
校
を
は
じ

め
公
共
施
設
、
一
般
家
庭
で
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
町
内
に
ふ
ん
だ

ん
に
あ
る
森
林
資
源
を
有
効
利
用

す
べ
き
と
思
う
が
。

 

　
　

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に

よ
り
地
域
環
境
を
守
る
こ
と
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
は
す
で
に
他
市

町
村
で
進
め
ら
れ
て
お
り
実
用
化

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う

だ
。
当
町
で
も
小
規
模
発
電
所
に

つ
い
て
17
年
度
に
水
利
用
検
討
協

議
会
を
発
足
し
て
何
箇
所
か
の
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
す
で
に

森
林
資
源
を
生
か
し
た
木
質
ペ
レ
ッ

ト
は

“な
じ
ょ
も
ん
”
で
生
徒
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
体
験
学
習
の
場

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

地
元
産
森
林
資
源
の

有
効
利
用
を 町

長
‥
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
体
験
学
習
に
利
用

問町
長 木

質
ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
を

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
を

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
普
及
を

教
育
長

1011
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今
冬
に
県
か
ら
配
備
さ
れ
た

除
雪
重
機
は
住
民
に
と
っ
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
来
冬
か
ら

町
独
自
に
配
備
で
き
な
い
か
。

 

　
　

豪
雪
を
考
え
る
と
機
械
を

借
り
上
げ
配
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
。

 

　

交
通
規
制
に
な
っ
た
国
道
４

０
５
号
の
新
年
度
事
業
と
対
応
策

は
。

　
　
　

  

第
１
、
第
２
ス
ノ
ー
シ
ェ
ー

ド
間
の
雪
崩
対
策
及
び
抜
本
的
な

道
路
改
良
、
雪
崩
対
策
等
の
調
査
、

検
討
が
さ
れ
る
。
町
と
し
て
も
関

係
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

努
力
を
し
て
い
く
。

 

　

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
風
評
被
害

策
と
し
て
新
し
い
観
光
企
画
が
必

要
と
思
う
。
津
南
・
栄
村
観
光
協

議
会
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
３
月
26

日
に
実
施
さ
れ
る
が
、
支
援
金
を

出
す
考
え
は
な
い
か
。

 

　
　

で
き
る
か
ぎ
り
の
支
援
を

考
え
て
い
る
。

 

　

最
も
影
響
が
大
き
か
っ
た
町

商
工
業
者
へ
の
町
の
融
資
制
度
の

新
設
と
関
連
融
資
に
対
し
て
全
額

利
子
補
給
で
き
な
い
か
。

 

　
　

融
資
の
新
設
は
産
業
育
成

資
金
の
現
状
を
把
握
し
、
商
工
会

と
連
携
す
る
な
か
で
検
討
す
る
。

豪
雪
関
連
融
資
の
利
子
補
給
は
制

度
の
利
用
状
況
を
み
て
前
向
き
に

検
討
す
る
。

豪雪への対応策を示せ豪雪への対応策を示せ豪雪への対応策を示せ

● 吉　野　  徹 議員

町長：機械の借り上げも、今後の検討課題

● 

樋 

口　

松 

雄 

議
員

町
独
自
に
除
雪
重
機
の

配
置
が
で
き
な
い
か

　
　

降
り
出
し
た
雪
は
猛
烈
な
降

り
方
で
４
ｍ
を
超
え
、
ニ
ュ
ー
ス

は
「
日
本
一
の
豪
雪
の
町
」
と
し

て
全
国
へ
発
信
し
続
け
た
。
縄
文

の
昔
か
ら
先
人
は
見
事
な
文
化
を

築
い
た
。
す
ば
ら
し
い
リ
ゾ
ー
ト

の
町
で
あ
る
こ
と
を
報
道
人
は
見

逃
し
た
。

　

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
力
強
い
町
づ
く
り
の
考
え

は
。

 

　
　

こ
の
地
の
自
信
と
誇
り
の

持
て
る
町
、
自
然
環
境
を
生
か
し
、

農
業
、
教
育
、
社
会
福
祉
等
、
こ

の
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
ま
た
、

自
ら
も
参
加
し
、
汗
す
る
を
基
本

に
新
た
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　

外
国
人
花
嫁
の
悩
み
ご
と
相

談
を
長
い
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
教

育
委
員
長
に
そ
の
活
動
内
容
を
伺

う
。

 

　
　
　
　
　
　

津
南
に
は
外
国

か
ら
の
花
嫁
は
75
名
ほ
ど
お
り
、

そ
の
悩
み
の
多
く
は
言
葉
で
あ
り
、

人
間
関
係
、
家
族
内
の
問
題
、
特

に
中
心
は
子
育
て
が
多
い
。
心
は

言
葉
か
ら
出
て
き
て
い
る
と
思
う
。

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
９
年

目
を
迎
え
、
お
互
い
本
音
を
出
し

合
い
、
い
ろ
ん
な
悩
み
ご
と
を
言

え
る
場
所
に
し
た
い
。
結
婚
し
た

後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
事
で
あ
る
。

今
後
も
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
な

か
で
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

豪
雪
に
負
け
な
い

　
　
　

住
み
良
い
町
に

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

の
状
況
は 町

長
‥
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に外国人花嫁の学習の場

公民館前を除排雪するバックフォー

町道に面した空家が危ない

中等教育学校入学式に向う新入生

問問 町
長

教
育
委
員
長

問問 町
長

町
長

問 問町
長

町
長

　
　

今
冬
の
異
常
豪
雪
の
課
題
は

人
が
足
り
な
い
、
機
械
が
足
り
な

い
で
あ
っ
た
。
豪
雪
そ
れ
自
体
が

災
害
の
立
場
で
、
平
年
の
要
援
護

世
帯
の
対
象
者
と
災
害
救
助
法
適

用
の
も
と
で
の
支
援
対
象
を
明
確

に
し
て
お
く
べ
き
で
な
い
か
。

 

　
　

要
援
護
世
帯
の
除
雪
支
援

は
昭
和
56
年
よ
り
実
施
、
認
定
に

は
民
生
委
員
が
協
議
し
、
厳
正
な

基
準
を
作
り
あ
げ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
救
助
法
で
自
然
落
下
式
も

対
象
に
し
、
要
援
護
１
６
８
世
帯

か
ら
３
３
２
世
帯
ま
で
拡
大
し
た
。

 

　
　
　
　
　
　
　

要
援
護
世
帯

は
平
年
と
災
害
条
例
適
用
の
２
種

を
認
定
し
て
い
る
。
今
年
は
秋
山

郷
地
域
す
べ
て
と
大
場
、
所
平
地

域
も
対
象
に
広
げ
対
応
し
た
。

　
　

融
雪
住
宅
で
は
、
灯
油
代
の

値
上
が
り
と
合
わ
せ
、
こ
の
豪
雪

で
１
ヵ
月
20
万
円
か
ら
30
万
円
の

負
担
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
家
屋

の
倒
壊
を
防
ぐ
灯
油
代
は
、
雪
下

ろ
し
費
用
等
の
雑
損
控
除
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
国
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
。

 

　
　

豪
雪
地
で
生
活
す
る
た
め

に
か
か
る
必
要
な
経
費
を
理
解
し

て
も
ら
う
よ
う
に
、
町
村
会
、
市

長
会
と
通
じ
、
要
請
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

災害救助法のもと支援対象者を拡大せよ災害救助法のもと支援対象者を拡大せよ災害救助法のもと支援対象者を拡大せよ

● 藤ノ木 浩 子 議員

町長：町単の要援護168世帯から332世帯に

平
年
と
救
助
法
で
の

支
援
対
象
は
明
確
に

融
雪
住
宅
の
灯
油
代
も

雑
損
控
除
の
対
象
に

問町
長

福
祉
保
健
課
長

問町
長

豪
雪
を
乗
り
越
え
、自
律
す
る
力
強
い
町
づ
く
り
を

豪
雪
を
乗
り
越
え
、自
律
す
る
力
強
い
町
づ
く
り
を

豪
雪
を
乗
り
越
え
、自
律
す
る
力
強
い
町
づ
く
り
を

● 

藤
ノ
木 

富 

有 

議
員

　
　

医
療
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
く
な
か
、
地
域
医
療
の
根
っ

こ
を
支
え
る
津
南
病
院
の
め
ざ
す

医
療
の
方
向
は
。

 

　
　

新
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
治
療
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

 

慈
恵
医
大
教
授
の
協
力
を
得
て
、

原
因
や
発
生
状
況
を
調
査
、
研
究

す
る
疫
学
調
査
に
取
り
組
み
た
い
。

 

児
童
生
徒
の
血
液
検
査
を
し
、

生
活
習
慣
病
の
基
本
か
ら
考
え
る
。

　

◆
４
月
か
ら
糖
尿
病
専
門
医
の

週
１
回
診
療
が
か
な
う
の
で
糖
尿

病
専
門
外
来
と
し
て
診
療
を
行
う
。

　

◆
リ
ハ
ビ
リ
部
門
の
充
実
に
は

こ
れ
ま
で
も
努
め
て
き
た
が
、
作

業
療
法
士
の
資
格
者
が
少
な
く
採

用
が
難
し
い
。

　
　

中
高
一
貫
校
「
県
立
津
南
中

等
教
育
学
校
」
開
校
に
あ
た
り
、

町
全
体
で
受
け
入
れ
る
準
備
が
大

切
で
あ
る
。
地
元
と
と
も
に
ど
う

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
教
育
の
方
向
付
け

は
ど
う
す
る
の
か
。

 

　
　

既
存
の
小
中
学
校
と
連
携

を
深
め
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
。

子
供
の
健
全
育
成
に
商
店
街
「
お

か
み
さ
ん
の
会
」
の
協
力
を
得
た

い
。
少
子
化
の
現
実
を
直
視
し
、

19
年
度
に
有
識
者
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
方
向
性
を
明
確
に
し

た
い
。

予
防
・
初
期
治
療
・

　

リ
ハ
ビ
リ
は
重
要
!!

文
教
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い

環
境
整
備
を 町

長
‥
病
気
予
防
の
た
め
疫
学
調
査
に
取
り
組
む

問問 町
長

町
長

津
南
病
院
の
今
後
の
方
向
性
は

津
南
病
院
の
今
後
の
方
向
性
は

津
南
病
院
の
今
後
の
方
向
性
は
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今
冬
に
県
か
ら
配
備
さ
れ
た

除
雪
重
機
は
住
民
に
と
っ
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
来
冬
か
ら

町
独
自
に
配
備
で
き
な
い
か
。

 

　
　

豪
雪
を
考
え
る
と
機
械
を

借
り
上
げ
配
備
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
。

 

　

交
通
規
制
に
な
っ
た
国
道
４

０
５
号
の
新
年
度
事
業
と
対
応
策

は
。

　
　
　

  

第
１
、
第
２
ス
ノ
ー
シ
ェ
ー

ド
間
の
雪
崩
対
策
及
び
抜
本
的
な

道
路
改
良
、
雪
崩
対
策
等
の
調
査
、

検
討
が
さ
れ
る
。
町
と
し
て
も
関

係
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

努
力
を
し
て
い
く
。

 

　

マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
風
評
被
害

策
と
し
て
新
し
い
観
光
企
画
が
必

要
と
思
う
。
津
南
・
栄
村
観
光
協

議
会
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
３
月
26

日
に
実
施
さ
れ
る
が
、
支
援
金
を

出
す
考
え
は
な
い
か
。

 

　
　

で
き
る
か
ぎ
り
の
支
援
を

考
え
て
い
る
。

 

　

最
も
影
響
が
大
き
か
っ
た
町

商
工
業
者
へ
の
町
の
融
資
制
度
の

新
設
と
関
連
融
資
に
対
し
て
全
額

利
子
補
給
で
き
な
い
か
。

 

　
　

融
資
の
新
設
は
産
業
育
成

資
金
の
現
状
を
把
握
し
、
商
工
会

と
連
携
す
る
な
か
で
検
討
す
る
。

豪
雪
関
連
融
資
の
利
子
補
給
は
制

度
の
利
用
状
況
を
み
て
前
向
き
に

検
討
す
る
。

豪雪への対応策を示せ豪雪への対応策を示せ豪雪への対応策を示せ

● 吉　野　  徹 議員

町長：機械の借り上げも、今後の検討課題

● 

樋 

口　

松 

雄 

議
員

町
独
自
に
除
雪
重
機
の

配
置
が
で
き
な
い
か

　
　

降
り
出
し
た
雪
は
猛
烈
な
降

り
方
で
４
ｍ
を
超
え
、
ニ
ュ
ー
ス

は
「
日
本
一
の
豪
雪
の
町
」
と
し

て
全
国
へ
発
信
し
続
け
た
。
縄
文

の
昔
か
ら
先
人
は
見
事
な
文
化
を

築
い
た
。
す
ば
ら
し
い
リ
ゾ
ー
ト

の
町
で
あ
る
こ
と
を
報
道
人
は
見

逃
し
た
。

　

こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
力
強
い
町
づ
く
り
の
考
え

は
。

 

　
　

こ
の
地
の
自
信
と
誇
り
の

持
て
る
町
、
自
然
環
境
を
生
か
し
、

農
業
、
教
育
、
社
会
福
祉
等
、
こ

の
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
ま
た
、

自
ら
も
参
加
し
、
汗
す
る
を
基
本

に
新
た
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
　

外
国
人
花
嫁
の
悩
み
ご
と
相

談
を
長
い
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
教

育
委
員
長
に
そ
の
活
動
内
容
を
伺

う
。

 

　
　
　
　
　
　

津
南
に
は
外
国

か
ら
の
花
嫁
は
75
名
ほ
ど
お
り
、

そ
の
悩
み
の
多
く
は
言
葉
で
あ
り
、

人
間
関
係
、
家
族
内
の
問
題
、
特

に
中
心
は
子
育
て
が
多
い
。
心
は

言
葉
か
ら
出
て
き
て
い
る
と
思
う
。

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
９
年

目
を
迎
え
、
お
互
い
本
音
を
出
し

合
い
、
い
ろ
ん
な
悩
み
ご
と
を
言

え
る
場
所
に
し
た
い
。
結
婚
し
た

後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
事
で
あ
る
。

今
後
も
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
な

か
で
続
け
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

豪
雪
に
負
け
な
い

　
　
　

住
み
良
い
町
に

言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

の
状
況
は 町

長
‥
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に外国人花嫁の学習の場

公民館前を除排雪するバックフォー

町道に面した空家が危ない

中等教育学校入学式に向う新入生

問問 町
長

教
育
委
員
長

問問 町
長

町
長

問 問町
長

町
長

　
　

今
冬
の
異
常
豪
雪
の
課
題
は

人
が
足
り
な
い
、
機
械
が
足
り
な

い
で
あ
っ
た
。
豪
雪
そ
れ
自
体
が

災
害
の
立
場
で
、
平
年
の
要
援
護

世
帯
の
対
象
者
と
災
害
救
助
法
適

用
の
も
と
で
の
支
援
対
象
を
明
確

に
し
て
お
く
べ
き
で
な
い
か
。

 

　
　

要
援
護
世
帯
の
除
雪
支
援

は
昭
和
56
年
よ
り
実
施
、
認
定
に

は
民
生
委
員
が
協
議
し
、
厳
正
な

基
準
を
作
り
あ
げ
て
き
た
歴
史
が

あ
る
。
救
助
法
で
自
然
落
下
式
も

対
象
に
し
、
要
援
護
１
６
８
世
帯

か
ら
３
３
２
世
帯
ま
で
拡
大
し
た
。

 

　
　
　
　
　
　
　

要
援
護
世
帯

は
平
年
と
災
害
条
例
適
用
の
２
種

を
認
定
し
て
い
る
。
今
年
は
秋
山

郷
地
域
す
べ
て
と
大
場
、
所
平
地

域
も
対
象
に
広
げ
対
応
し
た
。

　
　

融
雪
住
宅
で
は
、
灯
油
代
の

値
上
が
り
と
合
わ
せ
、
こ
の
豪
雪

で
１
ヵ
月
20
万
円
か
ら
30
万
円
の

負
担
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
家
屋

の
倒
壊
を
防
ぐ
灯
油
代
は
、
雪
下

ろ
し
費
用
等
の
雑
損
控
除
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
国
に
働

き
か
け
て
ほ
し
い
。

 

　
　

豪
雪
地
で
生
活
す
る
た
め

に
か
か
る
必
要
な
経
費
を
理
解
し

て
も
ら
う
よ
う
に
、
町
村
会
、
市

長
会
と
通
じ
、
要
請
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

災害救助法のもと支援対象者を拡大せよ災害救助法のもと支援対象者を拡大せよ災害救助法のもと支援対象者を拡大せよ

● 藤ノ木 浩 子 議員

町長：町単の要援護168世帯から332世帯に

平
年
と
救
助
法
で
の

支
援
対
象
は
明
確
に

融
雪
住
宅
の
灯
油
代
も

雑
損
控
除
の
対
象
に

問町
長

福
祉
保
健
課
長

問町
長

豪
雪
を
乗
り
越
え
、自
律
す
る
力
強
い
町
づ
く
り
を

豪
雪
を
乗
り
越
え
、自
律
す
る
力
強
い
町
づ
く
り
を

豪
雪
を
乗
り
越
え
、自
律
す
る
力
強
い
町
づ
く
り
を

● 

藤
ノ
木 

富 

有 

議
員

　
　

医
療
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
く
な
か
、
地
域
医
療
の
根
っ

こ
を
支
え
る
津
南
病
院
の
め
ざ
す

医
療
の
方
向
は
。

 

　
　

新
年
度
か
ら
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
治
療
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

 

慈
恵
医
大
教
授
の
協
力
を
得
て
、

原
因
や
発
生
状
況
を
調
査
、
研
究

す
る
疫
学
調
査
に
取
り
組
み
た
い
。

 

児
童
生
徒
の
血
液
検
査
を
し
、

生
活
習
慣
病
の
基
本
か
ら
考
え
る
。

　

◆
４
月
か
ら
糖
尿
病
専
門
医
の

週
１
回
診
療
が
か
な
う
の
で
糖
尿

病
専
門
外
来
と
し
て
診
療
を
行
う
。

　

◆
リ
ハ
ビ
リ
部
門
の
充
実
に
は

こ
れ
ま
で
も
努
め
て
き
た
が
、
作

業
療
法
士
の
資
格
者
が
少
な
く
採

用
が
難
し
い
。

　
　

中
高
一
貫
校
「
県
立
津
南
中

等
教
育
学
校
」
開
校
に
あ
た
り
、

町
全
体
で
受
け
入
れ
る
準
備
が
大

切
で
あ
る
。
地
元
と
と
も
に
ど
う

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
今
後
の
教
育
の
方
向
付
け

は
ど
う
す
る
の
か
。

 

　
　

既
存
の
小
中
学
校
と
連
携

を
深
め
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
。

子
供
の
健
全
育
成
に
商
店
街
「
お

か
み
さ
ん
の
会
」
の
協
力
を
得
た

い
。
少
子
化
の
現
実
を
直
視
し
、

19
年
度
に
有
識
者
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
方
向
性
を
明
確
に
し

た
い
。

予
防
・
初
期
治
療
・

　

リ
ハ
ビ
リ
は
重
要
!!

文
教
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い

環
境
整
備
を 町

長
‥
病
気
予
防
の
た
め
疫
学
調
査
に
取
り
組
む

問問 町
長

町
長

津
南
病
院
の
今
後
の
方
向
性
は

津
南
病
院
の
今
後
の
方
向
性
は

津
南
病
院
の
今
後
の
方
向
性
は

1213

津南町議会だより

2006.4.18
一般質問

津南町議会だより

2006.4.18
一般質問



味で勝負だ!!

全中スキー大会で大活躍の津南中学生

雪にうもれた空家

子
ど
も
会
行
事
を
楽
し
む
女
の
子

　
　

農
業
基
本
法
制
定
以
来
、
日

本
農
業
は
衰
退
し
、
当
町
で
も
農

業
者
の
減
少
が
そ
の
ま
ま
人
口
の

減
少
と
過
疎
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
は
資
料
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
60
年
以
来
、
全
国
指
標
で
農

業
生
産
の
実
額
で
減
少
し
続
け
て

い
る
が
、
津
南
町
は
増
加
し
て
お

り
、
農
業
従
事
者
数
も
他
の
過
疎

地
平
均
よ
り
も
多
い
。
こ
れ
は
農

地
開
発
事
業
や
農
業
重
視
の
施
策

に
よ
る
も
の
と
思
う
。
し
か
し
、

後
継
者
難
、
高
齢
化
等
で
、
す
で

に
ギ
リ
ギ
リ
の
線
と
思
う
。

 

野
菜
価
格
安
定
制
度
の
強
化
、

後
継
者
対
策
の
抜
本
的
強
化
、
転

作
を
や
め
、
そ
の
対
応
の
強
化
こ

そ
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

　
　

基
本
法
制
定
以
来
の
経
過

は
指
摘
の
と
お
り
で
あ
リ
、
国
は

農
業
を
守
り
育
て
て
き
た
と
は
い

え
な
い
し
新
た
な
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
も
、
そ
の
延
長
線

に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

 

価
格
変
動
の
激
し
い
野
菜
価
格

安
定
の
施
策
は
必
要
で
あ
り
、
国

県
に
も
強
く
要
望
し
、
本
町
の
野

菜
価
格
安
定
制
度
は
今
後
も
堅
持

し
て
い
く
。

 

後
継
者
対
策
は
規
模
の
大
小
を

問
わ
ず
、
や
る
気
の
あ
る
若
者
に

は
積
極
的
に
就
農
を
支
援
す
る
。

 

平
成
19
年
か
ら
新
た
な
需
給
調

整
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
が
、
魚

沼
米
と
い
え
ど
も
過
剰
に
な
れ
ば

価
格
は
急
落
す
る
。
自
力
で
販
売

能
力
を
も
た
な
い
と
難
し
い
。

　

追
加
補
正
で
は
、
歳
入
の
地
方

交
付
税
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
普
通
交
付
税
が
１
億
１
、
６

４
３
万
２
千
円
増
で
、
平
成
17
年

度
は
26
億
３
、
３
４
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
は
、
豪

雪
災
害
な
ど
で
９
、
７
８
８
万
１

千
円
増
で
、
総
額
３
億
４
６
８
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

歳
出
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
み
立
て
を
１
億
１
、
９
９
２
万

５
千
円
、
災
害
救
助
費
は
要
援
護

世
帯
へ
の
除
雪
費
１
、
２
４
１
万

２
千
円
増
に
よ
り
、
最
終
的
に
４
、

２
５
５
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

土
木
費
で
は
、
道
路
脇
に
立
て

て
あ
る
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
破
損
や

チ
ェ
ー
ン
ク
ロ
ス
、
カ
ッ
テ
ン
グ

エ
ッ
ジ
な
ど
修
繕
料
と
し
て
、
６

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

 

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
、
林
道

災
害
、
融
雪
災
害
費
は
１
億
１
、

５
１
３
万
５
千
円
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
各
種
事
業
の
精
算
と
実
績
見
込
み
に
よ
る

増
減
、
地
方
交
付
税
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

 

一
般
会
計
は
、
２
、０
０
９
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
59
億

９
、７
１
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

農業の現状と対応について農業の現状と対応について農業の現状と対応について

● 大　口　  武 議員

町長：規模の大小を問わず支援する

野
菜
価
格
安
定
制
度
の

拡
充
強
化
を

問

町
長

　

一
般
会
計
で
は
主
に
民
生
費
、

在
宅
介
護
手
当
減
（
３
０
０
万
円
）

児
童
手
当
減
（
７
９
８
万
円
）
介

護
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し

金
減
（
８
５
９
万
８
千
円
）
が
大

き
く
、
豪
雪
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ

た
お
二
人
の
方
に
、
災
害
弔
慰
金

７
５
０
万
円
も
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

 

増
額
は
町
立
津
南
病
院
運
営
費

補
助
と
し
て
２
、
０
０
０
万
円
を

計
上
。
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

等
へ
の
補
助
と
し
て
、
２
０
２
万

７
千
円
。
大
海
画
伯
画
集
用
撮
影

委
託
料
１
０
０
万
円
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

 

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
で

当
初
見
込
み
よ
り
利
用
者
が
少
な

く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
８
、

１
９
６
万
８
千
円
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

 

病
院
会
計
で
は
、
外
来
収
益
が

８
、
５
１
４
万
１
千
円
減
、
各
種

健
康
診
断
の
実
績
や
日
本
脳
炎
注

射
が
任
意
に
な
っ
た
等
に
よ
り
２

５
７
万
５
千
円
の
減
、
訪
問
看
護

も
希
望
者
が
少
な
く
、
１
１
０
万

１
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

特別交付税
3億468万1千円

平
成
１７
年
度
最
終
補
正

総
額
５９
億
9
、7
1
0
万
4
千
円

総
額
５９
億
9
、7
1
0
万
4
千
円

総
額
５９
億
9
、7
1
0
万
4
千
円

会  計  名

国民健康保険

介  護   保 険

簡  易  水  道

下水道事業

農業集落排水事業

病  院  会  計

一 般 会 計

998千円

▲81,918千円

▲525万1千円

80万円

224万2千円

▲43,612千円

▲2,009万円

10億8,132万2千円

9億5,458万5千円

3億2,732万2千円

7億5,674万8千円

7億5,504万2千円

19億9,796万2千円

59億9,710万4千円

特　

別　

会　

計

補  正  額 補正後の予算総額

町
道
、公
共
施
設
等
の
除
雪
費

１
億
1
、4
7
0
万
円
追
加

除
雪
支
援
3
回
分
追
加

専決処分
　

12
月
27
日
、
津
南
町
は
豪
雪
対
策

本
部
を
設
置
、
町
単
独
で
要
援
護
世
帯

に
支
援
し
て
い
る
除
雪
券
３
回
分
（
２

８
、
５
０
０
円
）
は
、
12
月
中
に
使
い

き
る
ほ
ど
の
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。
１

月
４
日
、
専
決
処
分
に
よ
り
、
追
加
し

て
３
回
分
の
補
正
予
算
（
５
２
６
万
３

千
円
）
を
組
み
ま
し
た
。

　

１
月
６
日
、
積
雪
は
３
・
６
メ
ー
ト

ル
を
越
え
、
国
の
災
害
救
助
法
が
適
用

と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、
町
直
営
の
町
道
除
雪

費
や
役
場
、
病
院
、
保
育
所
等
の
公
共

施
設
の
除
雪
費
を
専
決
処
分
に
よ
り
補

正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
要
援
護
世

帯
の
除
雪
費
は
災
害
救
助
法
に
組
み
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
国
、
県
の

負
担
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
救
助
法
と
は
、
指
定
観
測
所
の

平
均
積
雪
深
が
概
ね
２
０
０
cm
を
越
え
、

か
つ
、
累
計
平
均
最
大
積
雪
深
（
津
南

町
２
８
１
cm
）
の
１
・
３
倍
に
達
し
た

場
合
（
３
６
５
・
３
cm
）
法
適
用
と
な

り
ま
す
。

　

救
助
対
象
者
は
、
豪
雪
災
害
に
か
か

り
現
に
救
助
を
要
す
る
者
で
「
障
害
物

の
除
去
」
に
つ
い
て
は
自
ら
の
労
力
に

よ
っ
て
は
、
こ
れ
を
行
い
得
な
い
世
帯

に
限
っ
て
救
助
対
象
と
す
る
、
と
し
て

い
ま
す
。
救
助
期
間
は
、
災
害
発
生
か

ら
10
日
以
内
で
延
長
も
可
能
。
一
世

帯
当
た
り
の
限
度
額
は
13
万
７
千
円

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
3
・
6
m
を
越
え
、災
害
救
助
法
適
用

雪
3
・
6
m
を
越
え
、災
害
救
助
法
適
用

雪
3
・
6
m
を
越
え
、災
害
救
助
法
適
用

補正予算
一般会計

4,150千円

2,319千円

47,900千円

2,396千円

55,420千円

6,699千円

役場、農政局等増

認可保育所等増

要援護世帯等増

小学校、中学校等

ふれあいセンター
観光施設等増

町道除雪、除雪機械
借り上げ

1415

津南町議会だより

2006.4.18
補正予算

津南町議会だより

2006.4.18
一般質問・補正予算

味で勝負だ!!

全中スキー大会で大活躍の津南中学生

雪にうもれた空家

子
ど
も
会
行
事
を
楽
し
む
女
の
子

　
　

農
業
基
本
法
制
定
以
来
、
日

本
農
業
は
衰
退
し
、
当
町
で
も
農

業
者
の
減
少
が
そ
の
ま
ま
人
口
の

減
少
と
過
疎
化
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
は
資
料
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
60
年
以
来
、
全
国
指
標
で
農

業
生
産
の
実
額
で
減
少
し
続
け
て

い
る
が
、
津
南
町
は
増
加
し
て
お

り
、
農
業
従
事
者
数
も
他
の
過
疎

地
平
均
よ
り
も
多
い
。
こ
れ
は
農

地
開
発
事
業
や
農
業
重
視
の
施
策

に
よ
る
も
の
と
思
う
。
し
か
し
、

後
継
者
難
、
高
齢
化
等
で
、
す
で

に
ギ
リ
ギ
リ
の
線
と
思
う
。

 

野
菜
価
格
安
定
制
度
の
強
化
、

後
継
者
対
策
の
抜
本
的
強
化
、
転

作
を
や
め
、
そ
の
対
応
の
強
化
こ

そ
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

　
　

基
本
法
制
定
以
来
の
経
過

は
指
摘
の
と
お
り
で
あ
リ
、
国
は

農
業
を
守
り
育
て
て
き
た
と
は
い

え
な
い
し
新
た
な
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
も
、
そ
の
延
長
線

に
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

 

価
格
変
動
の
激
し
い
野
菜
価
格

安
定
の
施
策
は
必
要
で
あ
り
、
国

県
に
も
強
く
要
望
し
、
本
町
の
野

菜
価
格
安
定
制
度
は
今
後
も
堅
持

し
て
い
く
。

 

後
継
者
対
策
は
規
模
の
大
小
を

問
わ
ず
、
や
る
気
の
あ
る
若
者
に

は
積
極
的
に
就
農
を
支
援
す
る
。

 

平
成
19
年
か
ら
新
た
な
需
給
調

整
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
が
、
魚

沼
米
と
い
え
ど
も
過
剰
に
な
れ
ば

価
格
は
急
落
す
る
。
自
力
で
販
売

能
力
を
も
た
な
い
と
難
し
い
。

　

追
加
補
正
で
は
、
歳
入
の
地
方

交
付
税
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
普
通
交
付
税
が
１
億
１
、
６

４
３
万
２
千
円
増
で
、
平
成
17
年

度
は
26
億
３
、
３
４
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
は
、
豪

雪
災
害
な
ど
で
９
、
７
８
８
万
１

千
円
増
で
、
総
額
３
億
４
６
８
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

歳
出
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
み
立
て
を
１
億
１
、
９
９
２
万

５
千
円
、
災
害
救
助
費
は
要
援
護

世
帯
へ
の
除
雪
費
１
、
２
４
１
万

２
千
円
増
に
よ
り
、
最
終
的
に
４
、

２
５
５
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

土
木
費
で
は
、
道
路
脇
に
立
て

て
あ
る
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
破
損
や

チ
ェ
ー
ン
ク
ロ
ス
、
カ
ッ
テ
ン
グ

エ
ッ
ジ
な
ど
修
繕
料
と
し
て
、
６

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

 

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
、
林
道

災
害
、
融
雪
災
害
費
は
１
億
１
、

５
１
３
万
５
千
円
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
各
種
事
業
の
精
算
と
実
績
見
込
み
に
よ
る

増
減
、
地
方
交
付
税
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

 

一
般
会
計
は
、
２
、０
０
９
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
59
億

９
、７
１
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

農業の現状と対応について農業の現状と対応について農業の現状と対応について

● 大　口　  武 議員

町長：規模の大小を問わず支援する

野
菜
価
格
安
定
制
度
の

拡
充
強
化
を

問

町
長

　

一
般
会
計
で
は
主
に
民
生
費
、

在
宅
介
護
手
当
減
（
３
０
０
万
円
）

児
童
手
当
減
（
７
９
８
万
円
）
介

護
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し

金
減
（
８
５
９
万
８
千
円
）
が
大

き
く
、
豪
雪
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ

た
お
二
人
の
方
に
、
災
害
弔
慰
金

７
５
０
万
円
も
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

 

増
額
は
町
立
津
南
病
院
運
営
費

補
助
と
し
て
２
、
０
０
０
万
円
を

計
上
。
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

等
へ
の
補
助
と
し
て
、
２
０
２
万

７
千
円
。
大
海
画
伯
画
集
用
撮
影

委
託
料
１
０
０
万
円
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

 

特
別
会
計
で
は
、
介
護
保
険
で

当
初
見
込
み
よ
り
利
用
者
が
少
な

く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
８
、

１
９
６
万
８
千
円
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

 

病
院
会
計
で
は
、
外
来
収
益
が

８
、
５
１
４
万
１
千
円
減
、
各
種

健
康
診
断
の
実
績
や
日
本
脳
炎
注

射
が
任
意
に
な
っ
た
等
に
よ
り
２

５
７
万
５
千
円
の
減
、
訪
問
看
護

も
希
望
者
が
少
な
く
、
１
１
０
万

１
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

特別交付税
3億468万1千円

平
成
１７
年
度
最
終
補
正

総
額
５９
億
9
、7
1
0
万
4
千
円

総
額
５９
億
9
、7
1
0
万
4
千
円

総
額
５９
億
9
、7
1
0
万
4
千
円

会  計  名

国民健康保険

介  護   保 険

簡  易  水  道

下水道事業

農業集落排水事業

病  院  会  計

一 般 会 計

998千円

▲81,918千円

▲525万1千円

80万円

224万2千円

▲43,612千円

▲2,009万円

10億8,132万2千円

9億5,458万5千円

3億2,732万2千円

7億5,674万8千円

7億5,504万2千円

19億9,796万2千円

59億9,710万4千円

特　

別　

会　

計

補  正  額 補正後の予算総額

町
道
、公
共
施
設
等
の
除
雪
費

１
億
1
、4
7
0
万
円
追
加

除
雪
支
援
3
回
分
追
加

専決処分
　

12
月
27
日
、
津
南
町
は
豪
雪
対
策

本
部
を
設
置
、
町
単
独
で
要
援
護
世
帯

に
支
援
し
て
い
る
除
雪
券
３
回
分
（
２

８
、
５
０
０
円
）
は
、
12
月
中
に
使
い

き
る
ほ
ど
の
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。
１

月
４
日
、
専
決
処
分
に
よ
り
、
追
加
し

て
３
回
分
の
補
正
予
算
（
５
２
６
万
３

千
円
）
を
組
み
ま
し
た
。

　

１
月
６
日
、
積
雪
は
３
・
６
メ
ー
ト

ル
を
越
え
、
国
の
災
害
救
助
法
が
適
用

と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、
町
直
営
の
町
道
除
雪

費
や
役
場
、
病
院
、
保
育
所
等
の
公
共

施
設
の
除
雪
費
を
専
決
処
分
に
よ
り
補

正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
要
援
護
世

帯
の
除
雪
費
は
災
害
救
助
法
に
組
み
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
国
、
県
の

負
担
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
救
助
法
と
は
、
指
定
観
測
所
の

平
均
積
雪
深
が
概
ね
２
０
０
cm
を
越
え
、

か
つ
、
累
計
平
均
最
大
積
雪
深
（
津
南

町
２
８
１
cm
）
の
１
・
３
倍
に
達
し
た

場
合
（
３
６
５
・
３
cm
）
法
適
用
と
な

り
ま
す
。

　

救
助
対
象
者
は
、
豪
雪
災
害
に
か
か

り
現
に
救
助
を
要
す
る
者
で
「
障
害
物

の
除
去
」
に
つ
い
て
は
自
ら
の
労
力
に

よ
っ
て
は
、
こ
れ
を
行
い
得
な
い
世
帯

に
限
っ
て
救
助
対
象
と
す
る
、
と
し
て

い
ま
す
。
救
助
期
間
は
、
災
害
発
生
か

ら
10
日
以
内
で
延
長
も
可
能
。
一
世

帯
当
た
り
の
限
度
額
は
13
万
７
千
円

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
3
・
6
m
を
越
え
、災
害
救
助
法
適
用

雪
3
・
6
m
を
越
え
、災
害
救
助
法
適
用

雪
3
・
6
m
を
越
え
、災
害
救
助
法
適
用

補正予算
一般会計

4,150千円

2,319千円

47,900千円

2,396千円

55,420千円

6,699千円

役場、農政局等増

認可保育所等増

要援護世帯等増

小学校、中学校等

ふれあいセンター
観光施設等増

町道除雪、除雪機械
借り上げ

1415

津南町議会だより

2006.4.18
補正予算

津南町議会だより

2006.4.18
一般質問・補正予算



津
南
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

サンビレッジも指定管理者へ

高額な農地の除雪費用

　

こ
の
条
例
は
子
育
て
家
庭
に
対

す
る
多
様
な
支
援
を
実
施
し
、
町

民
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
の
条
例
で
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
保
健

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
致
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
に

伴
う
条
例
の
制
定
・
改
正

　

町
が
管
理
す
る
公
の
施
設
に
指

定
管
理
者
を
指
定
し
、
業
務
を
委

託
す
る
た
め
、
各
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
・

改
正
・
廃
止
し
た
も
の
で
す
。　

《
条
例
を
制
定
改
正
し
た
施
設
》

 

津
南
町
健
康
増
進
施
設　

（
ク

ア
ハ
ウ
ス
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
）
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
美
雪

町
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー 

、
津
南

町
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
共
同
受
信
施
設
、

所
平
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
、
津
南

町
地
域
駐
車
場
、
津
南
町
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
津
南
町
多
目

的
広
場

《
条
例
を
廃
止
し
た
施
設
》

 

山
伏
山
森
林
公
園
、
林
業
会
館

は
普
通
財
産
へ
。

（
指
定
管
理
者
制
度
と
は
）

 

町
に
は
公
の
施
設
（
町
民
が
平

等
に
誰
で
も
い
つ
で
も
利
用
で
き

る
施
設
）
と
一
般
施
設
が
あ
り
、

公
の
施
設
は
従
来
公
的
な
諸
団
体

に
限
定
さ
れ
て
き
た
管
理
委
託
制

度
が
、
純
粋
な
民
間
企
業
等
に
よ
っ

て
管
理
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
制
度
で
す
。

津
南
町
職
員
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

今
回
の
改
正
は
、
17
年
度
人
事

院
勧
告
に
よ
り
、
地
域
給
が
導
入

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
給
与
構
造
改

革
に
準
拠
し
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、
①
給
与
月
額

を
平
均
４
・
８
％
引
き
下
げ
る
。

た
だ
し
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

改
正
後
の
給
与
月
額
に
達
す
る
ま

で
現
給
を
保
障
。
②
行
政
職
１
給

料
表
を
８
級
制
か
ら
６
級
制
と
す

る
な
ど
の
改
正
で
す
。

そ
の
他
の
条
例

〇
津
南
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及

　

び
津
南
町
緊
急
対
処
事
態
対
策

　

本
部
条
例
の
制
定

〇
津
南
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例

　

の
制
定

 

こ
の
２
つ
の
条
例
制
定
は
、
武

力
攻
撃
に
対
す
る
国
民
の
保
護
に

関
し
、
国
の
法
律
に
基
づ
き
、
各

対
策
本
部
お
よ
び
、
協
議
会
に
関

し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
為
の

条
例
で
す
。

〇
津
南
町
介
護
条
例
の
一
部
改
正

 

介
護
保
険
料
の
改
正
で
、
１
人

当
た
り
標
準
額
を
３
、
０
０
０
円

か
ら
３
、
２
０
０
円
に
改
正
し
ま

し
た
。

〇
津
南
町
農
業
廃
棄
物
処
理
場
設

　

置
条
例
の
一
部
改
正

 

こ
の
条
例
は
畜
産
農
家
で
の
死

亡
畜
の
処
理
料
金
の
改
正
で
す
。

 

〇
津
南
町
簡
易
水
道
及
び
小
規
模

　

水
道
条
例
の
一
部
改
正

 

津
南
町
簡
易
水
道
に
上
郷
逆
巻

地
区
が
加
入
す
る
た
め
の
改
正
で

す
。

意見書の要旨

 現役並みの所得がある70歳以上の窓口負担を10月か

ら現行の２割を３割に引き上げ、療養病床入院患者の住

居費・食費の自己負担化、75歳以上を対象とした新たな「高

齢者医療制」の08年４月からの創設、保険料の年金か

らの天引きなど、高齢者の負担増は生活に大きな影響を

与えかねない。よって患者、国民の医療費負担増の中止

を求める。

　本定例会に請願４件提出され３件を採択、

１件を継続審議とし、議員発議による意見書

５件を国に提出いたしました。 条例制定・改正・廃止条例制定・改正・廃止
患者、国民の医療費負担増の
中止を求める請願
請願者／「06年医療改悪反対」新潟県民運動実行委員会
代　表／坪谷　 誠・目崎  静江・山田  芳龍
採択意見所提出先／内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣

意見書の要旨

 食料自給率が40％という事態にある我が国にとって、

ＷＴＯ交渉にあたっては、高関税品目の関税引き下げや、

ミニマム・アクセス米の輸入枠拡大を行わないこと。

関税引き下げとミニマム・アクセス米の拡大を許さず、
食糧自給率向上と地域農業の振興を求める請願
請願者／農民運動新潟県連合会
代　表／町田　擴
採択意見書提出先／内閣総理大臣・農林水産大臣
　　　　　　　　　外務大臣・経済産業大臣

意見書の要旨

 品目横断的経営安定対策を見直し、意欲ある全ての農

家を対象に価格保障を基本とした経営安定対策の実現と、

地域の実情を踏まえた多様な担い手を確保するための施

策を強めること。

「品目横断的経営安定対策」に
かかわる請願
請願者／農民運動新潟県連合会
代　表／町田　擴
採択意見書提出先／内閣総理大臣・農林水産大臣

意見書の要旨

 政府においては、地方における道路網

整備の実態とその必要性を認識され、そ

の財源を確保する道路特定財源制度を堅

持し、地方の道路整備が遅れることのな

いよう強く要望する。

道路特定財源に関する
意見書

採択意見書提出先／内閣総理大臣
　　　　　　　　　財務大臣
　　　　　　　　　国土交通大臣

意見書の要旨

 豪雪地帯の雪下ろし費用等の「雑損控

除」については人夫賃、機械借上料など

が認められているが、融雪屋根の熱源代

は認められていない。融雪屋根も人力、

機械力と同じ機能であり熱源代も対象と

すること。また、住宅周辺や店舗・農地・

農業施設等の除排雪用の軽油については

軽油取引税を課税免除とすること。

豪雪地における除雪経費の
軽減措置を求める意見書
採択意見書提出先／内閣総理大臣
　　　　　　　　　防災担当大臣
　　　　　　　　　財務大臣・総務大臣

願請 情陳 見書意
３月定例議会に提出された条例の制定、

改正はすべて原案どおり可決されました。その一部を紹介します。
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津
南
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定

サンビレッジも指定管理者へ

高額な農地の除雪費用

　

こ
の
条
例
は
子
育
て
家
庭
に
対

す
る
多
様
な
支
援
を
実
施
し
、
町

民
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
の
条
例
で
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
保
健

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
致
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
に

伴
う
条
例
の
制
定
・
改
正

　

町
が
管
理
す
る
公
の
施
設
に
指

定
管
理
者
を
指
定
し
、
業
務
を
委

託
す
る
た
め
、
各
施
設
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
・

改
正
・
廃
止
し
た
も
の
で
す
。　

《
条
例
を
制
定
改
正
し
た
施
設
》

 

津
南
町
健
康
増
進
施
設　

（
ク

ア
ハ
ウ
ス
、
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
）
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
美
雪

町
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー 

、
津
南

町
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
共
同
受
信
施
設
、

所
平
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
、
津
南

町
地
域
駐
車
場
、
津
南
町
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
津
南
町
多
目

的
広
場

《
条
例
を
廃
止
し
た
施
設
》

 

山
伏
山
森
林
公
園
、
林
業
会
館

は
普
通
財
産
へ
。

（
指
定
管
理
者
制
度
と
は
）

 

町
に
は
公
の
施
設
（
町
民
が
平

等
に
誰
で
も
い
つ
で
も
利
用
で
き

る
施
設
）
と
一
般
施
設
が
あ
り
、

公
の
施
設
は
従
来
公
的
な
諸
団
体

に
限
定
さ
れ
て
き
た
管
理
委
託
制

度
が
、
純
粋
な
民
間
企
業
等
に
よ
っ

て
管
理
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
制
度
で
す
。

津
南
町
職
員
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

今
回
の
改
正
は
、
17
年
度
人
事

院
勧
告
に
よ
り
、
地
域
給
が
導
入

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
給
与
構
造
改

革
に
準
拠
し
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
点
は
、
①
給
与
月
額

を
平
均
４
・
８
％
引
き
下
げ
る
。

た
だ
し
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、

改
正
後
の
給
与
月
額
に
達
す
る
ま

で
現
給
を
保
障
。
②
行
政
職
１
給

料
表
を
８
級
制
か
ら
６
級
制
と
す

る
な
ど
の
改
正
で
す
。

そ
の
他
の
条
例

〇
津
南
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及

　

び
津
南
町
緊
急
対
処
事
態
対
策

　

本
部
条
例
の
制
定

〇
津
南
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例

　

の
制
定

 

こ
の
２
つ
の
条
例
制
定
は
、
武

力
攻
撃
に
対
す
る
国
民
の
保
護
に

関
し
、
国
の
法
律
に
基
づ
き
、
各

対
策
本
部
お
よ
び
、
協
議
会
に
関

し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
為
の

条
例
で
す
。

〇
津
南
町
介
護
条
例
の
一
部
改
正

 

介
護
保
険
料
の
改
正
で
、
１
人

当
た
り
標
準
額
を
３
、
０
０
０
円

か
ら
３
、
２
０
０
円
に
改
正
し
ま

し
た
。

〇
津
南
町
農
業
廃
棄
物
処
理
場
設

　

置
条
例
の
一
部
改
正

 

こ
の
条
例
は
畜
産
農
家
で
の
死

亡
畜
の
処
理
料
金
の
改
正
で
す
。

 

〇
津
南
町
簡
易
水
道
及
び
小
規
模

　

水
道
条
例
の
一
部
改
正

 

津
南
町
簡
易
水
道
に
上
郷
逆
巻

地
区
が
加
入
す
る
た
め
の
改
正
で

す
。

意見書の要旨

 現役並みの所得がある70歳以上の窓口負担を10月か

ら現行の２割を３割に引き上げ、療養病床入院患者の住

居費・食費の自己負担化、75歳以上を対象とした新たな「高

齢者医療制」の08年４月からの創設、保険料の年金か

らの天引きなど、高齢者の負担増は生活に大きな影響を

与えかねない。よって患者、国民の医療費負担増の中止

を求める。

　本定例会に請願４件提出され３件を採択、

１件を継続審議とし、議員発議による意見書

５件を国に提出いたしました。 条例制定・改正・廃止条例制定・改正・廃止
患者、国民の医療費負担増の
中止を求める請願
請願者／「06年医療改悪反対」新潟県民運動実行委員会
代　表／坪谷　 誠・目崎  静江・山田  芳龍
採択意見所提出先／内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣

意見書の要旨

 食料自給率が40％という事態にある我が国にとって、

ＷＴＯ交渉にあたっては、高関税品目の関税引き下げや、

ミニマム・アクセス米の輸入枠拡大を行わないこと。

関税引き下げとミニマム・アクセス米の拡大を許さず、
食糧自給率向上と地域農業の振興を求める請願
請願者／農民運動新潟県連合会
代　表／町田　擴
採択意見書提出先／内閣総理大臣・農林水産大臣
　　　　　　　　　外務大臣・経済産業大臣

意見書の要旨

 品目横断的経営安定対策を見直し、意欲ある全ての農

家を対象に価格保障を基本とした経営安定対策の実現と、

地域の実情を踏まえた多様な担い手を確保するための施

策を強めること。

「品目横断的経営安定対策」に
かかわる請願
請願者／農民運動新潟県連合会
代　表／町田　擴
採択意見書提出先／内閣総理大臣・農林水産大臣

意見書の要旨

 政府においては、地方における道路網

整備の実態とその必要性を認識され、そ

の財源を確保する道路特定財源制度を堅

持し、地方の道路整備が遅れることのな

いよう強く要望する。

道路特定財源に関する
意見書

採択意見書提出先／内閣総理大臣
　　　　　　　　　財務大臣
　　　　　　　　　国土交通大臣

意見書の要旨

 豪雪地帯の雪下ろし費用等の「雑損控

除」については人夫賃、機械借上料など

が認められているが、融雪屋根の熱源代

は認められていない。融雪屋根も人力、

機械力と同じ機能であり熱源代も対象と

すること。また、住宅周辺や店舗・農地・

農業施設等の除排雪用の軽油については

軽油取引税を課税免除とすること。

豪雪地における除雪経費の
軽減措置を求める意見書
採択意見書提出先／内閣総理大臣
　　　　　　　　　防災担当大臣
　　　　　　　　　財務大臣・総務大臣

願請 情陳 見書意
３月定例議会に提出された条例の制定、

改正はすべて原案どおり可決されました。その一部を紹介します。
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産業建設
常任委員

会
●委員長

　吉  野
　　徹 総文福祉

常任委員
会

●委員長
　草  津

　　進

　

新
た
に
津
南
町
に
開
校
す
る
中

等
教
育
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
教

育
問
題
に
つ
い
て
教
育
委
員
と
の

懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
、
中
等
教
育
学
校
開
校

に
伴
う
学
校
統
合
、
複
式
学
級
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の

教
育
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

津
南
高
等
学
校
の
募
集
停
止
に
よ
っ

て
大
き
な
問
題
、
特
に
通
学
等
の

足
の
確
保
で
あ
り
ま
す
。
バ
ス
路

線
、
時
間
の
変
更
、
飯
山
線
の
車

輌
の
増
設
、
中
等
教
育
学
校
へ
の

通
学
手
段
な
ど
、
実
態
に
基
づ
い

た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
委
員

会
で
も
こ
の
よ
う
な
諸
問
題
に
対

応
し
、
ま
た
、
要
請
し
て
教
育
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

津
南
病
院
長
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
、
現
状
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。

目
標　

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
健
康
寿
命
を
延
ば
す
」
が
目
標

で
あ
り
ま
す
。

運
営
方
針　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア

と
予
防
医
学
を
運
営
の
柱
と
し
て

「
地
域
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
受

診
で
き
る
病
院
づ
く
り
を
め
ざ
す
」

が
運
営
方
針
で
あ
り
ま
す
。

 

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
治
療
に

努
め
る
た
め
生
活
習
慣
病
講
座
、

出
前
講
座
の
開
催
で
あ
り
ま
す
。

禁
煙
外
来
の
継
続
、
土
曜
・
時
間

外
診
療
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

町
民
に
安
心
を
与
え
る
と
こ
ろ
で

す
。
高
齢
化
等
へ
の
対
応
と
し
て
、

長
期
入
院
患
者
に
「
療
養
病
床
」

の
活
用
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
往

診
、
訪
問
看
護
等
の
在
宅
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
医
師
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。
町
民
に
信
頼

さ
れ
、
利
用
し
や
す
い
病
院
に
努

力
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
も

の
で
し
た
。

　

昨
年
の
暮
れ
か
ら
降
り
続
い
た

記
録
的
な
豪
雪
の
な
か
、
委
員
会

は
去
る
１
月
７
日
に
道
路
除
雪
状

況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雪
、

雪
の
壁
で
薄
暗
く
圧
迫
感
さ
え
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
な
か
で
の
道
路
状

況
調
査
で
あ
り
ま
し
た
。

 

大
場
、
所
平
集
落
を
視
察
し
た

後
に
今
回
孤
立
が
余
儀
な
く
さ
れ

た
Ｒ
４
０
５
号
の
秋
山
郷
大
赤
沢

ま
で
視
察
し
ま
し
た
。
Ｒ
４
０
５

号
の
津
南
側
の
見
玉
か
ら
大
赤
沢

間
の
沿
線
に
69
世
帯
１
９
９
人
、

栄
村
は
１
２
４
世
帯
３
０
１
人
が

い
ま
す
。

 

大
赤
沢
の
住
民
と
の
話
の
中
に

機
械
除
雪
の
必
要
性
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
む
自
衛
隊
の
協
力
要
請
な

ど
悲
痛
な
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

 

１
月
８
日
か
ら
道
路
規
制
と
な

り
、
見
玉
、
結
東
間
が
全
面
交
通

止
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
予
測
さ

え
感
じ
さ
せ
る
視
察
で
あ
り
ま
し

た
。

 

豪
雪
時
の
対
応
策
と
し
て
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
見
直
し
や
整
備
、
除

雪
機
械
の
増
強
、
援
護
世
帯
へ
医

療
を
含
む
支
援
策
な
ど
早
急
な
対

応
が
迫
ら
れ
る
視
察
で
も
あ
り
ま

し
た
。

 

委
員
会
で
は
今
冬
の
豪
雪
経
験

を
町
づ
く
り
の
課
題
の
一
環
と
し

て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

今
冬
の
豪
雪
に
お
い
て
国
県
並

び
に
他
市
町
村
か
ら
心
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

記録的な豪雪道路、除雪、状況調査

津
南
中
等
教
育

　
　
　

学
校
が
ス
タ
ー
ト

豪雪から家を守る住民（穴藤）

建設業者による屋根雪除雪（大場）

Ｔ
Ｖ
局
各
社
に
よ
る
報
道
車

夢
と
希
望
を
胸
に
81
名
入
学
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産業建設
常任委員

会
●委員長

　吉  野
　　徹 総文福祉

常任委員
会

●委員長
　草  津

　　進

　

新
た
に
津
南
町
に
開
校
す
る
中

等
教
育
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
教

育
問
題
に
つ
い
て
教
育
委
員
と
の

懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

少
子
化
、
中
等
教
育
学
校
開
校

に
伴
う
学
校
統
合
、
複
式
学
級
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
地
域
の

教
育
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

津
南
高
等
学
校
の
募
集
停
止
に
よ
っ

て
大
き
な
問
題
、
特
に
通
学
等
の

足
の
確
保
で
あ
り
ま
す
。
バ
ス
路

線
、
時
間
の
変
更
、
飯
山
線
の
車

輌
の
増
設
、
中
等
教
育
学
校
へ
の

通
学
手
段
な
ど
、
実
態
に
基
づ
い

た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
委
員

会
で
も
こ
の
よ
う
な
諸
問
題
に
対

応
し
、
ま
た
、
要
請
し
て
教
育
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　

津
南
病
院
長
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
、
現
状
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
い
ま
し
た
。

目
標　

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
め
ざ

し
健
康
寿
命
を
延
ば
す
」
が
目
標

で
あ
り
ま
す
。

運
営
方
針　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア

と
予
防
医
学
を
運
営
の
柱
と
し
て

「
地
域
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
受

診
で
き
る
病
院
づ
く
り
を
め
ざ
す
」

が
運
営
方
針
で
あ
り
ま
す
。

 

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
治
療
に

努
め
る
た
め
生
活
習
慣
病
講
座
、

出
前
講
座
の
開
催
で
あ
り
ま
す
。

禁
煙
外
来
の
継
続
、
土
曜
・
時
間

外
診
療
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

町
民
に
安
心
を
与
え
る
と
こ
ろ
で

す
。
高
齢
化
等
へ
の
対
応
と
し
て
、

長
期
入
院
患
者
に
「
療
養
病
床
」

の
活
用
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
往

診
、
訪
問
看
護
等
の
在
宅
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
医
師
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。
町
民
に
信
頼

さ
れ
、
利
用
し
や
す
い
病
院
に
努

力
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
も

の
で
し
た
。
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私もひと言

　

小
、
中
、
高
、
大
学
生
を
も
つ
親

と
し
て
は
、
年
々
、
教
育
費
へ
の
出

費
が
膨
ら
む
こ
と
に
頭
が
痛
み
ま
す
。

こ
の
３
月
末
に
息
子
が
小
学
校
を
卒

業
、
頭
痛
の
た
ね
は
、
さ
ら
に
強
く

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
思
い
で
い

る
時
、
北
海
道
の
三
笠
市
で
は
、
子

育
て
支
援
と
し
て
、
小
学
校
の
子
供

ら
の
給
食
費
を
全
部
自
治
体
が
負
担

す
る
と
い
う
政
策
を
う
ち
出
し
ま
し

た
。
す
ご
い
で
す
ね
。

　

近
隣
の
魚
沼
市
で
は
、
子
供
の
医

療
費
助
成
を
、
い
よ
い
よ
小
学
校
卒

業
ま
で
助
成
す
る
方
向
が
示
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

ど
こ
の
自
治
体
で
も
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
町
づ
く
り
は
大
き
な
課

題
で
す
。
そ
し
て
国
が
憲
法
に
基
づ

い
て
、
「
義
務
教
育
費
は
無
償
」
を

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
浩
子
）

反里口

　この春から、長男が新しくできる津南中等教育

学校に入学が決まり、期待と不安に胸を膨らませ

ています。

　ゆとりある学校生活の中で6年間一貫した教育

を行う学校として注目され、津南町にこの学校が

できたことを嬉しく思いますが、小学生にして受

験という厳しい経験も致しました。何回か学校説

明会が開催され、県内で中高一貫を取り入れてい

る学校の実績等を聞きましたが、不安なことも多

少あり、もう少し話し合いや意見交換の場を設け

てほしかったように思います。

　学校側からは、初年度としてのプレッシャーの

重さに対し、一生懸命がんばっていこうとする意

気込みや姿勢が感じられました。

　これからの学校運営のあり方と、先生方、保護

者の活動の中に子供達の成長がきちんと伴うこと

を望みます。

　町に高校を存続されたことに感謝致します。

「期待と不安」
樋口　美和さん

陣場下

　私はよく、中学生の登下校の様子を眺めています。

小さい子、大きい子、おっさんみたいに貫禄のあ

る子と色々です。皆どんな大人になるだろうなど

と考えています。そこで一つ気になることがあり

ます。国道を渡る横断歩道です。生徒が待ってい

ても止まる車がいないのです。朝夕の通勤時間帯、

ドライバーも時間がないのでしょう。しかし、思

い出してください。免許を取る時、第一に歩行者

優先を教えられますし、横断者を無視すれば一発

で検定中止、免許はもらえません。私自身も偉そ

うなことは言えませんが10台も20台も止まらずに

過ぎていく車を見ていると「免許証を返せ？」と言っ

てしまいます。子供を守るために信号機や歩道橋

を作るのですか？いやその前に私たちのすべきこ

とは、今そこにいる子供たち、横断歩道に人がい

たら車を止めることのできる大人、私たちより少

しだけちゃんとした大人に育てることです。その

ためにどうぞブレーキを踏んで下さい。

「子供たちを、私たちより、ほんの少し、
　　　　ちゃんとした大人にするために」

大平　武司さん

シリーズ・町民の声
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6年生  卒業おめでとう

春
よ
こ
い
。
早
く
こ
い
。

春
よ
こ
い
。
早
く
こ
い
。
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